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ライト
アップ
６p

千本桜
俳句会
８p

灯
ともしび

火の景
え

６p

臨時観光案内所
上田観光ボランティアガイドの会
やEGG（English Guide Group）会員
が、公園内や市内の観光スポット
の案内、観光マップなどの配布を
行います。
●日時　４月６日㈮～22日㈰
 午前10時～午後４時
●場所　上田市民会館駐車場特設

テント

みこし奉納
満開の桜のもと、上田神

み

輿
こし

協
議会によるみこしの奉納が行
われます。
●日時　４月15日㈰
 正午より宮出し
●場所　招

しょう

魂
こん

社～
 真田神社

上田城千本桜まつり

2012

観光物産展
上田地域の地場産品を数多く取り
そろえ販売します。
●日時／場所
　４月６日㈮～15日㈰
 　午前10時～午後４時
 　／上田市民会館駐車場
　４月６日㈮～22日㈰
　　午前10時～午後４時
　　／上田城跡公園管理事務所前

ふるまい鍋
信州みそを使用したふるまい鍋を
配布します。マイ箸・おわんの持
参にご協力ください。
●日時　４月６日㈮～22日㈰
 午前10時～午後４時
●場所　上田城跡公園管理事務所前

千本桜まつり
スイーツフェア

「さくら」をイメージした、市内
各店のオリジナルスイーツが大集
結。期間限定なのでお見逃し無く。
●日時　４月６日㈮～５月６日㈰
 午 前 ９ 時30分 ～ 午 後 ６

時（４月22日までは午後
７時まで）

●場所　観光会館１階売店

おもてなしコーナー
赤ちゃんステーション
観光会館２階を無料休憩所として
開放し、そば茶を提供。授乳やお
むつ替えもできます。
●日時　４月６日㈮～22日㈰
 午前９時～午後８時
●場所　観光会館２階
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ステージ
イベント
５p

うまいもん
大集合
７p

シャッターマン
甲冑試着
体験
６・７p

真田三代＆真田十勇士
大旗でおもてなし
真田三代と真田十勇士をデザイ
ンした大旗を設置し、皆さんを
おもてなしします。
●日時　４月６日㈮～22日㈰
●場所　大手町通り
 上田城跡公園駐車場

2012上田城千本桜まつり
上田城跡公園内イベント案内

　 観光課　TEL23・5408
　　 商工課　TEL23・5395
　　観光会館　TEL25・4403

上田真田
まつり
11p

無料シャトルバスを運行します
まつり期間中、上田城跡駐車場、市街地有料駐車場ほか臨時駐車場を用意していますが大変混雑することが
予想されます。交流・文化施設建設予定地の臨時駐車場（250台程度）をご利用ください。上田城跡駐車場ま
で無料シャトルバスを運行します。
●運行日時　４月12日㈭～22日㈰午前10時～午後５時（随時運行）
●運行区間　交流・文化施設建設予定地 ⇔ 上田城跡駐車場

まつりの開催により、上田
市民会館駐車場は観光物産
展などの会場となるため、
４月４日㈬～16日㈪まで
使用できません。
上田市役所前の通り、上田
城跡駐車場の通りを中心
に、多くの交通量が見込ま
れるため渋滞が予想されま
す。大変ご迷惑をおかけし
ますが、ご理解ご協力をお
願いします。

アーティスト
野外ライブ
４p
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アーティスト野外ライブ
～「さくら」と「上田城」との共演～
　さくらと上田城をテーマに、上田市と関連の深いアーティストや話題性のあるアー
ティストを招き、上田城跡公園芝生広場特設ステージで野外ライブを開催し、上田城千
本桜まつりのオープニングを華やかに彩ります。

日　時 　４月８日㈰正午～午後４時
　　　　　（予定、雨天時は上田市民会館）
場　所 　上田城跡公園芝生広場特設ステージ
出演/時間 　

　・さくらゆき／正午～午後０時20分
　・歌

ま

舞
い

姫
ひめ

／午後０時30分～０時50分
　・mahoroba／午後１時～１時50分
　・TSUKEMEN／午後２時10分～３時
　・三代目コロムビア・ローズ／午後３時10分～４時

　  観光課　TEL23・5408

さくらゆき〈プロフィール〉
歴史と音楽の融合が美しい歌姫、
小栗さくらと遠野ゆきの二人のユ
ニット。熱い魂だけでなく、優し
い歌声にも注目。歴ドルとして、
全国の戦国武将関連イベントで活
躍中。日

ひのもといち

本一の兵
つわもの

・真田幸村公、
大坂の陣をテーマにした「炎の月」
を歌い上げます。信州上田城けや
き並木紅葉まつりを始め、市内で
開催される数々のイベントに出演
しています。

歌舞姫〈プロフィール〉
戦国武将の言

こと

霊
だま

を詞
うた

にのせ、ロッ
クと和の融合した音楽を届ける、
戦国系アーティスト。切れのある
演技で、平成23年度第３回幸村
コンテストで優勝。信州上田観光
おもてなし武将・真田幸村公に選
ばれ、幸村のテーマソングを歌っ
ています。今年の上田真田まつり
での真田幸村公出陣に期待してく
ださい。

mahoroba〈プロフィール〉
寂
じゃっく

空（津軽三味線）、大倉達則（和太鼓）、神永大輔（尺八）の３人組。
視覚、聴覚、体の内側から響き渡る体感音楽。完全オリジナルの
世界感は、和の良さを忘れがちな現代に新たな和の可能性を提示
しています。

三代目コロムビア・ローズ〈プロフィール〉
平成16年６月23日「出航五分前」で歌手デビュー。平成21年、第
７弾シングルとして、信州上田が舞台の大人のラブストーリー「城
下町ブルース」を発売したのをきっかけに、「信州上田－歌と愛を
紬
つむぐ

大使－」に任命され、全国各地で上田のPRを行っています。宮
城県仙台市の出身。ふるさとの復興に向けて、様々な支援活動や、
メッセージも積極的に発信しています。

TSUKEMEN〈プロフィール〉
メンバー全員が音楽大学出身という実力と数々の実績
を持つ彼らは、プレイヤーでもあり、また自身が作曲
も手がけるクリエイターであり、その演奏で人々にエ
ネルギーを与えるチャージ系ユニット。自ら作曲する
TSUKEMENオリジナル楽曲は、NHKドキュメンタリー
ドラマやテレビCM・番組テーマ曲などに採用され、各
方面で評価が急上昇。上田城千本桜まつりへは３回目
の出演となります。

４月
８日
㈰

上田城千本桜まつり

2012
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ステージイベント「遊芸の宴」
　地元の文化団体などが、「桜」や「城」を題材にした演
奏や舞台を披露し、上田城千本桜まつりを盛り上げま
す。春の宴をお楽しみください。
日　時 　４月14日㈯午前10時～午後６時（予定）
場　所 　上田城跡公園芝生広場特設ステージ

※天候状態により中止、または一部中止となる場合も
　ありますがご了承ください。

　  文化振興課　TEL23・6361

第８回桜コンサート
　市内中学校吹奏楽部による演奏会です。
日　時 　４月15日㈰午前９時30分～11時30分（予定）
場　所 　上田城跡公園芝生広場（雨天時は上田市民会館）
　  観光課　TEL23・5408

信州上田おもてなし武将隊
「真田幸村と十勇士」出陣の儀!!
　記念撮影会とパフォーマンスで、皆さんをおもてなしします。
日　時 　４月21日㈯午前10時30分～、午後１時～（予定）
場　所 　上田城跡公園芝生広場特設ステージ

　　　　　（雨天時は上田市民会館）
　  観光課　TEL23・5408

上田城太鼓まつり（ジュニア編）
　市内和太鼓団体のジュニアチーム（1�歳以下）による太鼓演
奏を披露します。

日　時 　４月22日㈰午前９時～午後４時（予定、少雨決行）
場　所 　上田城跡公園芝生広場
出演団体 　信州上田真田陣太鼓保存会真田大助隊、信州上田原合

戦太鼓、信州真田六文銭太鼓保存会、上田原古戦場太
鼓保存会、三好町やまびこ太鼓、信州塩田平 和願太鼓、
東山道浦野宿勇

いさみ

太鼓、岡城夢太鼓、室賀の里 豊年太
鼓

　上田城太鼓まつり実行委員会事務局（三浦）
　　TEL090・3473・1971

４月
15日
㈰

４月
14日
㈯

４月
21日
㈯４月

22日
㈰

市花「さくら」制定記念
さくら植樹式
　新生上田市５周年にあたり、「さくら」が市のシン
ボルの花に制定されたことを記念し、桜コンサート
に出演する吹奏楽部の皆さんとともに植樹式を開催
します。
日　時 　４月15日㈰午前９時～９時30分（少雨決行）
場　所 　上田城跡公園芝生広場
　  秘書課　TEL22・3435
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日　時 　４月６日㈮・７日㈯・13日㈮・14日㈯・20日㈮・
21日㈯の日没（午後６時30分頃）～９時30分

　  観光課　TEL23・5408

櫓門へ導く灯火の景
　二の丸橋入口、東虎口櫓門を、幻想的で美しいLED
灯火ライトの灯

ともしび
火の景

え
で演出。上田城千本桜まつりに

彩りを添えます。

上田観光ボランティア

元祖シャッターマン
　櫓門前や本丸など公園内で、シャッターマンが記念写真撮影を
ボランティアで行います。大切な家族や仲間との写真を撮影しま
すので、気軽に声をかけてください。「おもてなしの心」で来場者
の皆さんを明るく元気な笑顔でお迎えします。
期　間 　４月６日㈮～22日㈰
　  観光課　TEL23・5408

　世界的照明デザイナーの石井幹
もと
子
こ
氏プロデュースによる「上田城千本桜ライト

アップ」で夜空に幻想的に浮かび上がる上田城と桜。昼間の豪華絢
けん
爛
らん
さと夜の幻

想的な雰囲気との対比をお楽しみください。省エネルギーに配慮し午後10時まで
の点灯になります。
日　時 　４月６日㈮～22日㈰の日没（午後６時30分頃）～10時
場　所 　上田城跡公園内（二の丸橋、東

ひがし

虎
こ

口
ぐち

櫓
やぐら

門
もん

、堀周辺、けやき並木遊歩道ほか）
　  観光課　TEL23・5408

上田城千本桜ライトアップ
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期　日 　４月７日㈯・８日㈰・14日㈯・15日㈰（予定）
　  観光課　TEL23・5408

甲冑試着体験
　上田城甲

かっ
冑
ちゅう
隊・信州上田子ども十勇士隊による真田幸村モデルの紙

製鎧
よろい
兜
かぶと
の試着体験。赤備え甲冑を着て戦国時代にタイムトリップして

みませんか。

春の信州上田
うまいもん大集合!!

日　時 　４月14日㈯・15日㈰午前10時～午後３時
場　所 　上田城跡公園芝生広場
出展料理 　信州地どり・真田丸、美

お

味
い

だれ焼き鳥・ラーメンなど
※詳細は上田市ホームページをご覧ください。

　  観光課　TEL23・5408

　「上田」や「桜」にちなんだ上田ならではの「食」を通じて上田市
を盛り上げたいという志を持つ市内事業者の皆さんが腕を振る
う「上田のうまいもん」が、上田城千本桜まつりに大集合します。
地元でしか味わえない自慢の味覚が目白押しです。あなたも「う
まいもん通」になれるかも。

市所有の商標「上田城千本桜」を活用し、和菓子・洋
菓子・地酒・お茶などの製品（商品）の開発を推進し
ています。部類は右のとおりです。

「上田城千本桜」で上田ブランド商品を
開発してみませんか？

部　類 　・第30類（茶、和菓子、洋菓子、パン、調味料）
　　　　　・第32類（ビール、清涼飲料水、果実飲料）
　　　　　・第33類（日本酒、洋酒、果実酒）
　　　　　・第42類（ロゴデザインの考案）
申請方法 　商標使用申請方法は、観光課まで問い合わせください。
使用料 　無料
　  観光課　TEL23・5408

上田城千本桜まつり

2012

４月
15日
㈰

４月
14日
㈯

�



上田城千本桜俳句会
　上田市は、江戸時代後期の俳人で俳句の改革に取り組み、「関
東蕉風の中興者」と仰がれた加

か
舎
や
白
しら
雄
お
を生み、豊かな俳句文化が

今も息づいています。上田の自然や文化をより深く感じていただ
こうと、上田城が桜で美しく彩られるこの季節にあわせ、俳句会
を行っています。どなたでも気軽に俳句を作って投句してくださ
い。
投句期間 　４月６日㈮～22日㈰
テーマ 　「城」「桜」「（上田）紬」
投句料 　無料　一人三句まで
特別選者 　黛

まゆずみ

まどか（俳人）
選　者 　

　内川伝
つと

夫
お

、上
かみ

澤
さわ

樹
き

實
み

人
と

、窪田英
えい

治
じ

、島田洋
よう

子
こ

、清水ゆき子
 （50音順・敬称略）
投句方法 　　

①投句用紙付チラシを投句箱へ投函
　【上田城跡公園内・櫓

やぐら

門付近・臨時観光案内所、博物館、加舎白雄句
碑前、観光会館、上田城跡駐車場、新幹線上田駅観光案内所、上田
市役所本庁舎、岡崎酒造前（柳町）、長野医療衛生専門学校前（原町）、
池波正太郎真田太平記館、真田氏歴史館】

②はがき、封書による投句
　（〒386－0025　天神2－4－55　上田市教育委員会文化振興課宛）
③上田市ホームページから投句
授賞式 　６月２日㈯上田市民会館２階大会議室（予定）
公　表 　上田市ホームページ、広報うえだなどで公表（予定）。
　  文化振興課　TEL23・6361

2012年さくら吟行会
日　時 　４月15日㈰

	 受付／午前10時30分～
	 投句締切／午前11時30分
	 句会／午後１時20分～
場　所 　上田市民会館２階大会議室
投句料 　1,000円　当日句・三句一組
賞 　さくら吟行会賞、選者特選賞ほか

　俳人加舎白雄顕彰保存会事務局（海野）
　　TEL36・4017

　ドラマ放映実現に向けた署名活動の開始以来、２年半という短い期間で目標を達成できました。ひとえに真
田氏に縁のある自治体に賛同いただいた全国の皆様のご協力の賜物です。放映実現に向けた活動、真田を生か
したまちづくりをさらに進めてまいります。

達成までの歩み
平成22年	４月	  66,666人
	 ８月	 166,666人
平成23年	５月	 466,666人
	 10月	 606,666人
	 12月	 666,666人を突破
平成24年	４月１日現在	 約77万人

　NHK大河ドラマ「日
ひのもといち

本一の兵
つわもの

」眞田幸村公放映
　　の実現を願う会（宮下）　TEL090・2226・2285

眞田幸村公NHK大河ドラマ放映実現に向けた署名
目標数666,666人をついに達成！皆様のご協力に感謝します。

上田城跡公園前　加舎白雄句碑

昨年５月、NHK放送センターで署名を渡す母袋会長。

上田城千本桜まつり

2012

４月
15日
㈰

４月
６日㈮～
22日㈰
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プ
レ
・
第
三
回

全
国
つ
る
し
飾
り
ま
つ
り

in
別
所
温
泉

　

江
戸
後
期
、
上
田
地
方
に
あ
っ
た

独
特
な｢

つ
る
し
飾
り｣

を
、
酒
田
の

「
傘か
さ

福ふ
く

」、
稲
取
の「
雛
の
つ
る
し
飾

り
」、
柳
川
の「
さ
げ
も
ん
」と
と
も

に
別
所
温
泉
各
所
に
展
示
し
ま
す
。

●
期
間　

４
月
１
日
㈰
～
５
月
６
日

㈰
●
時
間
／
場
所　

午
前
10
時
～
午
後

９
時
30
分
／
あ
い
そ
め
の
湯
、
午

前
10
時
～
午
後
３
時
／
そ
の
他
旅

館（
13
軒
）

　

別
所
温
泉
観
光
協
会

　
　

TEL
38
・
３
５
１
０

特
別
企
画
展

｢

真
田
幸
村
と
十
勇
士｣

　

高
橋
ま
ゆ
み
作｢

真
田
十
勇
士｣

人

形
、
そ
の
他
関
連
資
料
を
展
示
し
ま

す
。

●
日
時　

４
月
６
日
㈮
～
５
月
６
日

㈰
午
前
10
時
～
午
後
６
時（
入
館

は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記

館
●
入
館
料　

一
般
３
０
０
円（
市
内

高
校
生
以
下
無
料
）、
団
体
・
障

が
い
者
割
引
あ
り

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

季
節
の
つ
る
し
飾
り
と

人
形
展

　

江
戸
時
代
か
ら
上
田
地
方
に
伝
わ

る
雛
の｢
つ
る
し
飾
り｣

な
ど
を
展
示

し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
７
日
㈯
～
22
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時

●
場
所　

蚕さ
ん

都と

上
田
館

●
入
館
料　

無
料

　

上
田
さ
く
ら
会（
下
谷
）

　
　

TEL
24
・
２
４
１
５

｢

平
八
郎
茶
屋｣

と

｢

赤
松
小
三
郎
記
念
館｣

が
開
館

　

北
国
街
道
の
平
八
郎
茶
屋
、
赤
松

小
三
郎
記
念
館
が
開
館
し
ま
す
。
真

田
グ
ッ
ズ
、
地
元
特
産
品
の
販
売
、

つ
る
し
雛
展
示
、お
茶
の
ふ
る
ま
い
、

切
り
絵
作
家
・
百ひ
ゃ
っ

鬼き

丸ま
る

氏
の
切
り
絵

を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
６
日
㈮
～
５
月
６
日

㈰
の
間
の
金
・
土
・
日
曜
日
、
祝

日（
百
鬼
丸
切
り
絵
展
示
は
４
月

20
日
㈮
か
ら
）午
前
10
時
～
午
後

４
時

●
場
所　

平
八
郎
茶
屋
、
赤
松
小
三

郎
記
念
館（
常
磐
城 

高
橋
近
く
）

●
入
館
料　

無
料

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

信
州
上
田

　
　

文
化
デ
ザ
イ
ン
研
究
会（
久
保
）

　
　

TEL
０
９
０
・
４
８
３
３
・
０
６
５
８

猿
回
し
シ
ョ
ー

　
「
反
省
！
」で
有
名
な
太
郎
次
郎
一

門
の
弟
子
の「
や
す
し
ひ
ろ
し
」に
よ

る
、
お
猿
さ
ん
と
人
間
の
愉
快
な
演

芸
。
可
愛
い
お
猿
さ
ん
の
見
事
な
芸

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
13
日
㈮
～
22
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
駐
車
場

　

観
光
課　

TEL
23
・
５
４
０
８

き
も
の
de
千
本
桜
散
歩

　

千
本
桜
ま
つ
り
に
、
和
服
姿
で
公

園
内
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
着
物

一
式
の
レ
ン
タ
ル
と
、
着
付
け
を
行

い
ま
す
。
着
付
け
後
、
１
時
間
の
散

策
が
で
き
ま
す
。

●
日
時　

４
月
14
日
㈯
正
午
～
午
後

２
時（
先
着
40
名
）

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
会
議
室
棟

和
室

●
料
金　

５
０
０
円（
着
物
レ
ン
タ

　

ル
料
）

　

な
ご
み
会（
山
浦
）

　
　

TEL
０
９
０
・
８
８
１
３
・
８
０
４
０

木
内
貴
大

｢

城
を
彩
る
千
本
桜
」演
奏
会

　

市
内
在
住
の｢

上
田
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ｣

ソ
リ
ス
ト
・

木
内
貴た
か

大ひ
ろ

さ
ん
作
曲
演
奏
の
Ｃ
Ｄ

『
城
を
彩
る
千
本
桜
』が
発
表
と
な

り
、
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
で
演
奏

し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
15
日
㈰
午
前
11
時
30

分
～（
予
定
）

●
場
所　

上
田
城
跡
芝
生
広
場
特
設

ス
テ
ー
ジ

　

観
光
課　

TEL
23
・
５
４
０
８

上
田
市
立
博
物
館
企
画
展

｢

写
真
で
み
る
上
田
城
跡｣

　

上
田
城
跡
の
明
治
か
ら
昭
和
ま
で

の
写
真
や
絵
図
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
６
日
㈮
～
５
月
６

日
㈰
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

●
場
所　

上
田
市
立
博
物
館

●
入
館
料　

一
般
２
５
０
円（
市
内

高
校
生
以
下
無
料
）、
団
体
・
障

が
い
者
割
引
あ
り

　

上
田
市
立
博
物
館　

　
　

TEL
22
・
１
２
７
４

千
本
桜
ま
つ
り
関
連
イ
ベ
ン
ト

昨年の全国つるし飾り
まつりの模様。

明治10年頃の上田城。元禄15年（1702）の
上田城の絵図。�



龍
りゅう

洞
どう

山
ざん

宝
ほう

蔵
ぞう

寺
じ

 岩谷堂の桜（御嶽堂）

　依田川畔の断崖に建つ朱塗りの山寺。樹齢�00年を超える名木「義仲
桜」があります。信濃三十三観音霊場、中部四十九薬師霊場の札所で
もあり、木曽義仲が戦勝を祈願したといわれています。桜の見ごろに
は、地元の木曽義仲信州丸子会によるライトアップも行われます。
見ごろ 　４月中旬～下旬

信広寺のしだれ桜（下武石）

　信広寺のしだれ桜は、今から約120年前、時の住職が植えたと伝え
られる桜で、この地方では珍しい大木です。目通りの幹周りは約３ｍ、
樹高は約15ｍあり、武石地域では最も大きいしだれ桜です。
見ごろ 　４月中旬～下旬

市内の桜の名所

別所温泉駅の桜
　JR、しなの鉄道上田駅から上田電鉄別所線で約30分。信州の鎌倉・
別所温泉の入口にある別所温泉駅では、４月下旬に桜が見ごろを迎え
ます。
見ごろ 　４月下旬

信綱寺の桜（真田町長）

　創建は室町期で、その後、真田昌幸が長兄信綱の位牌所としました。
真田信綱夫妻の墓があります。黒門の桜が見どころです。
見ごろ 　４月中旬～下旬

　  観光課　TEL23・5408

　  産業観光課
　　TEL42・1048

依田川の桜堤防（上丸子）

　依田川堤防沿いの桜並木は、覆い茂る枝がまるで桜のトンネル。春
の風に吹かれながら500ｍほど続く並木道を散策すると、懐かしい丸
子軽便鉄道時代の電気機関車が展示されています。この時期には川幅
いっぱいに100匹の鯉

こい
のぼりが泳ぐ姿もご覧になれます。

見ごろ 　４月中旬～下旬

　  産業観光課　TEL42・1048

長
ちょう

谷
こく

寺
じ

のしだれ桜（真田町長）

　真田幸隆が開山した真田氏の菩提寺。境内には、幸隆夫妻と昌幸の
墓があります。六文銭が刻まれた石門や、これを覆うように咲くしだ
れ桜が見どころです。
見ごろ 　４月下旬～５月上旬

　  産業観光課
　　TEL72・2204

　  産業観光課　TEL72・2204

　  産業観光課
　　TEL85・2828
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期　日 　４月29日（日・祝）　　 場　所 　上田城跡公園、中心市街地
【上田城跡公園櫓門前】　午後１時～２時10分

　開会式、出陣セレモニー（歓迎太鼓、房山獅
じ

子
し

、信州真田鉄砲隊演武）、出陣の儀（真
田一族紹介、戦況報告、出陣合図）、出陣のろし、真田軍武者行列出発（幸隆隊・昌幸隊・
幸村隊）／上田城跡公園櫓門→大手町→中央交差点→（全隊が原町、海野町、松尾町
の順に行進）→中央交差点

【中心市街地】　午後１時～５時
　真田みこし、真田隊パレード（旗隊・市内小中学校マーチング・市消防団音楽隊）／観

光会館→中央交差点、民踊流し、江戸芸かっぽれ、各商店街イベント、「紙芝居」実
演、「さくらゆき」ミニライブ、決戦劇（真田軍VS徳川軍）、上田城三の丸帰陣の儀、
帰陣太鼓、太鼓100人揃い打ち

【大手町三丁目の夕日ゾーン】　午後１時～５時
　上田真田楽市楽座（ちびっこ広場、忍者鍋のふるまい、花の苗と種・カブトムシ無料

プレゼント、真田グッズ・戦国グッズ販売など）
【上田真田まつり関連イベント】

　上田真田まつりの開催に併せ、中心市街地では様々なイベントが開催されます。
　●真田三代歴史検定「上級・初級」
　　 時間/場所 　午前９時～正午／上田商工会議所
　　 申込方法 　電話で真田町商工会（TEL72・4050）へ。
　●城下町での着物体験
　　 時間/場所 　正午～午後４時／上田市民会館会議室棟和室（受付）
　●上田真田まつりフォトコンテスト
　　スマートフォンや携帯電話で撮影した写真を投稿してください（一人５点まで）。
　　 応募期間 　４月29日（日・祝）～５月10日㈭
　　 応募先 　sanadaphoto@city.ueda.nagano.jp

　　　 賞　品 　優勝／信州上田大花火大会（８月開催予定）桟敷席ペア１組
　　　　　　　　準優勝／市内温泉施設無料入浴券３組

　●まつりコンシェルジュによる観光案内
　　　コンシェルジュとして、信州上田観光大使・早

はや

川
かわ

知
ち

佐
さ

さんが上田真田まつりを案
　　　内します。
　●戦国居酒屋
　　 時間/場所 　午後６時～／太平庵（原町）ほか

※詳細は上田市ホームページをご覧ください。

（注）まつりの内容は一部変更する場合があります。
　　上田城櫓

やぐら

門前では鉄砲隊の演武の際、大きな音がしますので、
近隣にお住まいの方は、あらかじめご了承ください。

第30回上田真田まつり

４月
29日
（日・祝）

　信州上田まつり実行委員会事務局（  観光課内）
　　TEL23・5408

交通規制図

上田城千本桜まつり

2012
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市長施政方針　（要旨）

平
成
24
年　

３
月
市
議
会
定
例
会　

市
長
施
政
方
針　
（
要
旨
）

「
上
田
新
時
代
」の
創
造
に
向
け
、

総
合
計
画
に
掲
げ
た
施
策
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
は
じ
め
に

　

平
成
23
年
度
は
、
新
市
発
足
５

周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
当
た
る

こ
と
か
ら
、
様
々
な
記
念
事
業
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
原
田
泰
治
先

生
の
展
覧
会
で
は
、新
た
に
上
田
・

丸
子
・
真
田
地
域
の
原
風
景
３
作

品
を
初
公
開
い
た
だ
く
中
、
武
石

地
域
を
合
わ
せ
た
穏
や
か
な
上
田

の
四
季
に
触
れ
ら
れ
た
方
々
か
ら

は
、「
上
田
市
の
素
敵
な
風
景
を
、

心
温
ま
る
気
持
ち
で
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
」「
こ
れ
か
ら
も
、
ふ

る
さ
と
の
大
切
な
景
色
を
残
し
て

い
き
た
い
」な
ど
の
声
も
い
た
だ

き
、
地
域
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ

る
大
変
意
義
あ
る
事
業
と
な
り
ま

し
た
。

◆
東
日
本
大
震
災
な
ど
へ
の

　

対
応
と
防
災
対
策

　

上
田
市
に
は
、
現
在
41
世
帯

１
０
６
人
の
方
が
避
難
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
日
常
生
活
の
相
談

や
情
報
提
供
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
相
互

の
情
報
交
換
や
交
流
の
場
を
設
け

る
な
ど
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

毎
週
定
期
的
に
空
間
放
射
線
量

を
観
測
す
る
と
と
も
に
、
市
が
管

理
す
る
す
べ
て
の
施
設
に
お
い
て

も
放
射
線
量
の
測
定
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
結
果
は
、

県
に
お
い
て
健
康
に
影
響
が
な
い

と
判
断
し
た
範
囲
内
、
あ
る
い
は

除
染
な
ど
の
対
応
が
必
要
と
さ
れ

る
基
準
を
大
き
く
下
回
る
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
そ
の
動

向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
は
自
主
防
災
組

織
へ
の
防
災
用
資
器
材
購
入
助
成

制
度
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
消
防
団
の
詰
所
な
ど
の

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
の

　

創
造

　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
新

年
度
か
ら
各
種
の
取
組
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た

17
の
取
組
項
目
の
円
滑
な
推
進
に

よ
り
、
連
携
の
効
果
が
最
大
限
現

れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
群

馬
県
嬬
恋
村
と
も
連
携
が
可
能
な

取
組
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

　
◆
産
院
移
転
新
築
と

　

地
域
医
療
再
生

　

産
院
の
移
転
新
築
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
た
に
上
田
市
立
産

婦
人
科
病
院
と
し
て
誕
生
す
る
４

月
１
日
に
向
け
、
最
終
準
備
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
も
更

に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
添

う
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お

き
ま
し
て
は
、
昨
年
10
月
に
呼
吸

器
外
科
が
開
設
さ
れ
る
な
ど
、
病

院
機
能
が
着
実
に
強
化
さ
れ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
地
域
の
医
療
再
生
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
交
流
・
文
化
施
設
の
整
備

　

平
成
24
年
度
の
着
工
に
向
け
、

今
定
例
会
に
施
設
建
設
費
を
計
上

い
た
し
ま
し
た
。
実
施
設
計
で

は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

徹
底
を
は
じ
め
、
環
境
面
や
防
災

安
全
面
に
つ
い
て
留
意
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
建
物
の
外
観
デ
ザ

イ
ン
に
は
木
材
を
ア
ク
セ
ン
ト
と

し
、
内
装
も
含
め
地
元
産
材
を
積

極
的
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
と
と
も

に
、
未
来
へ
つ
な
が
る
市
民
文
化

の
創
造
と
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
拠

点
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◆
経
済
・
雇
用
対
策

　

上
田
地
域
の
有
効
求
人
倍
率
は

足
踏
み
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も

雇
用
対
策
を
引
き
続
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
創

設
し
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事

業
に
つ
い
て
も
継
続
す
る
こ
と
と

し
、
約
５
０
０
件
分
に
相
当
す
る

５
０
０
０
万
円
を
予
算
計
上
い
た

し
ま
し
た
。

◆
後
期
基
本
計
画
の

　

初
年
度
に
向
け
て

　
「
上
田
新
時
代
」の
創
造
に
向

け
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
施
策
の

実
現
は
、
市
政
の
舵
取
り
を
託
さ

れ
た
私
の
責
務
で
あ
り
、
市
民
の

皆
様
が
誇
れ
る
ま
ち
を
築
き
上
げ

る
た
め
に
、
今
後
も
全
身
全
霊
を

傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　
「
第
一
次
上
田
市
総
合
計
画
」後

期
基
本
計
画
の
初
年
度
と
な
る
平

成
24
年
度
の
市
政
経
営
に
臨
む
所

信
の
一
端
を
、
総
合
計
画
に
お
け

る
六
つ
の
ま
ち
づ
く
り
大
綱
に

沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
自
治

　

地
域
内
分
権
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
予
算
の
導
入
や
わ
が
ま

ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
の
推

12



市長施政方針　（要旨）

進
、
そ
し
て
、
自
治
基
本
条
例
の

制
定
に
至
る
第
３
ス
テ
ー
ジ
ま
で

着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

続
く
第
４
ス
テ
ー
ジ
は
、
地
域
内

分
権
の
確
立
に
向
け
た
最
終
ス

テ
ー
ジ
と
し
て
、
新
た
な
住
民
自

治
組
織
の
構
築
を
主
要
な
取
組
と

位
置
付
け
て
お
り
、
推
進
に
当
た

り
ま
し
て
は
地
域
に
お
け
る
機
運

の
醸
成
や
、
市
の
関
与
の
あ
り
方

の
検
討
な
ど
に
十
分
な
期
間
を
設

け
、
目
標
実
現
に
向
け
段
階
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
に
川
西
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
と
城
南
公
民
館
が
新
た
に

オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
住
民
の

皆
様
が
気
軽
に
集
い
、
学
び
、
楽

し
め
る
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
有

効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

○
産
業
・
経
済

　

中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
販
路
拡
大
事
業
補
助
金

の
充
実
や
市
制
度
融
資
に
お
け
る

経
営
革
新
資
金
の
利
子
補
給
を
新

た
に
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
年

度
、「
お
も
て
な
し
武
将
隊
」の
結

成
に
よ
り
、
特
徴
あ
る
お
出
迎
え

や
心
の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
更

に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
内

外
に
お
い
て
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と

連
携
し
た
対
応
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業

者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
周
知
、

新
規
就
農
者
支
援
、
遊
休
荒
廃
農

地
の
再
生
・
活
用
、
鳥
獣
被
害
に

対
す
る
駆
除
・
防
除
対
策
等
を
積

極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
自
然
・
文
化

　

新
年
度
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
補
助
限
度
額
を
出
力
４

kw
か
ら
６
kw
ま
で
拡
大
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
民
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
に
よ
る
大
規
模
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
構
想
な
ど
の
新
た
な
可

能
性
に
対
し
て
も
、
市
と
し
て
積

極
的
に
関
わ
り
、
先
進
的
な
モ
デ

ル
と
な
り
得
る
施
策
の
実
施
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

上
田
城
跡
公
園
に
つ
き
ま
し
て

は
、
園
内
通
路
な
ど
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
取
り
組
み
、
利
便
性
や

快
適
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
○
生
活
環
境

　

今
定
例
会
に
暴
力
団
排
除
条
例

を
提
案
い
た
し
ま
し
た
。
市
民
、

事
業
者
、
関
係
機
関
の
皆
様
と
一

致
協
力
し
、
安
全
、
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

公
共
交
通
の
維
持
確
保
に
向
け

ま
し
て
は
、
新
た
な
視
点
と
逆
転

の
発
想
を
持
っ
て
多
様
な
利
用
目

的
や
効
果
を
生
み
出
す「
路
線
バ

ス
の
運
賃
低
減
策
」の
実
現
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

○
健
康
・
福
祉

　

子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
安
心
し
て
子
育
て

に
取
り
組
め
る
環
境
整
備
を
目
指

し
、
４
月
か
ら
通
院
費
の
給
付
対

象
年
齢
を
引
き
上
げ
、
入
院
費
、

通
院
費
と
も
に
義
務
教
育
終
了
ま

で
給
付
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
の
第
５
期
上

田
市
高
齢
者
福
祉
総
合
計
画
に
お

き
ま
し
て
は
、
在
宅
生
活
の
継
続

の
支
援
と
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
を
中
心
と
し
た
施
設
整
備
を
引

き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
５
期
の
介
護
保
険
料
は
、
要
介

護
・
要
支
援
高
齢
者
数
の
伸
び
や

介
護
報
酬
の
上
昇
を
踏
ま
え
、
基

準
月
額
は
現
行
よ
り
８
５
０
円
引

き
上
げ
、
５
０
１
０
円
に
改
定
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
算
定

に
当
た
っ
て
は
、
介
護
保
険
基
金

な
ど
を
投
入
し
負
担
額
を
抑
制
す

る
と
と
も
に
、
所
得
段
階
と
保
険

料
率
を
細
分
化
し
、
よ
り
低
所
得

者
層
に
配
慮
し
た
体
系
へ
と
見
直

し
を
図
り
ま
し
た
。
今
後
も
介
護

保
険
制
度
の
健
全
な
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

○
教
育

　

学
校
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
年
度
、
補
強
工
事
で
対
応
す
る

校
舎
な
ど
の
耐
震
化
の
完
了
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
屋

内
運
動
場
の
天
井
材
、照
明
器
具
、

窓
ガ
ラ
ス
な
ど
の
耐
震
化
も
計
画

的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
老
朽

化
し
た
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
清
明
小
学
校
屋
内
運
動
場

の
建
設
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

第
二
中
学
校
の
全
面
改
築
に
向
け

実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
　◆
行
財
政
改
革
の
推
進

　

３
月
末
ま
で
に
第
二
次
上
田
市

行
財
政
改
革
大
綱
と
、
具
体
的
な

取
組
事
項
や
数
値
目
標
、
目
標
期

限
を
盛
り
込
む
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
引
き
続
き
市

民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
効
果

的
、
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３月市議会定例会で施政方針演説する、
母袋創一市長。
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平
成
24
年
度
当
初
予
算
が
、
市
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
、
６
５
５
億
５
８
１
０
万
円
で
、
新
市
発
足
以
降
最
大
と
な
っ
た
前
年
度
と
比
較
し
て

0.2
％
、
１
億
４
０
５
１
万
円
減
り
ま
し
た
が
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
速
や
か
に
こ
た
え
て
い
く
た

め
引
き
続
き
積
極
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
は
、
市
税
が
最

も
大
き
な
割
合
を
占
め

て
お
り
、
そ
の
他
に
地

方
交
付
税
、
市
債
、
国

や
県
の
支
出
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

市
税
は
０
・
１
％
の
微
増

　

市
税
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

0.1
％
増
の
１
９
６
億
２
８
２
１
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
個

人
市
民
税
は
、税
制
改
正
に
よ
る「
扶

養
控
除
の
見
直
し
」に
よ
り
10.8
％
増

の
約
65
億
円
、
法
人
市
民
税
も
回
復

基
調
に
あ
り
5.1
％
増
の
約
15
億
円
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。固
定
資
産
税
は
、

評
価
替
え
の
年
に
当
た
り
、
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
の
下
落
に
よ
り
前
年

度
と
比
較
し
て
7.5
％
減
の
91
億
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

上
の
歳
入
グ
ラ
フ
に
は
自
主
財
源
49
％
、

依
存
財
源
51
％
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の「
自

主
財
源
・
依
存
財
源
」と
は
何
で
し
ょ
う
？

こ
の
内
容
と
市
の
財
源
の
状
況
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

　
　
「
自
主
財
源
」「
依
存
財
源
」

　
　

っ
て
何
？

　

自
主
財
源
は
、
市
が

自
主
的
に
得
ら
れ
る
財

源
で
、
代
表
的
な
も
の

が
市
税
だ
よ
。
そ
の
ほ

か
に
条
例
や
規
則
で
基
準
を
定
め
て
徴
収
で

き
る
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
が
あ
る
よ
。

　

依
存
財
源
は
、
国
や
県
の
基
準
に
基
づ
い

て
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
る
財
源

で
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出

金
、
市
債
な
ど
が
あ
る
よ
。
市
独
自
で
収
入

額
を
決
め
ら
れ
な
い
の
で
、「
依
存
財
源
」と

言
う
ん
だ
よ
。

　
　

上
田
市
の
自
主
財
源
と

　
　

依
存
財
源
の
状
況
は

　
　

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
過

去
５
年
間
の
一
般
会
計

当
初
予
算
の
自
主
財
源

と
依
存
財
源
の
推
移
を

表
し
て
い
る
よ
。

　

自
主
財
源
の
中
心
で
あ
る
市
税
が
大
き
く

減
っ
て
い
て
、
平
成
20
年
度
と
24
年
度
を
比

較
す
る
と
30
億
円
も
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
な

市
債
は
約
７
％
の
減

　

市
債
は
前
年
度
と
比
較
し
て

6.7
％
、
４
億
７
０
６
０
万
円
減
の

65
億
６
１
７
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
市
債
が
減
っ
た
主
な
理
由

は
、
丸
子
図
書
館
整
備
事
業
の
終
了

な
ど
に
よ
る
合
併
特
例
債
の
減
、
武

石
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場
整
備
事
業
の

終
了
に
よ
る
辺
地
対
策
事
業
債
の
減

で
す
。
今
年
度
も
返
済
に
対
す
る
国

の
支
援
が
手
厚
い
合
併
特
例
債
、
辺

地
対
策
事
業
債
な
ど
を
計
画
的
に
活

用
し
な
が
ら
、
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

歳入

市税
196億2,821万円（29.9％）

地方交付税
145億円（22.1％）

市債
65億6,170万円（10.0％）

国庫支出金
65億4,474万円

（10.0％）

県支出金
32億3,016万円

（4.9％）

その他
74億563万円（11.4％）

（施設の使用料や各種
証明手数料など）

諸収入
76億8,766万円

（11.7％）

歳入
656億円

自主財源（49％）

依存財源（51％）

平
成
24
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計
予
算
額
は
、0.2
％
減
の
約
６
５
６
億
円

【市税の内訳】
固定資産税　91億円
個人市民税　65億 571万円
法人市民税　14億7,650万円
都市計画税　11億2,800万円
市たばこ税　９億5,000万円
軽自動車税　３億5,000万円
入湯税　　　 3,800万円  

みんなが
わかる
財政の
はなし

［注］歳入・歳出ともに表示単位未満を四捨
五入しています。端数処理のため合計
額は一致しない場合があります。

　  財政課
　　TEL23・5113
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の
が
分
か
る
よ
。
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民

税
は
景
気
低
迷
に
よ
る
個
人
所
得
、
企
業
収

益
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
ま
た
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
も
評
価
額
の
下
落
な
ど
に

よ
り
減
っ
て
い
る
ん
だ
。

　
　

市
税
の
落
ち
込
み
を

　
　

ど
の
よ
う
に
し
て

　
　

補
っ
て
い
る
の
？

　

依
存
財
源
の
う
ち
、

主
に
地
方
交
付
税
が
市

税
の
落
ち
込
み
を
補
っ

て
い
る
よ
。
地
方
交
付

税
は
、
す
べ
て
の
市
町
村
で
必
要
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
不
足
す
る
財
源
を
国
が
交
付
す
る
も
の

だ
よ
。

　

ま
た
、
国
県
支
出
金
や
市
債
、
基
金
も
活

用
し
て
、
必
要
な
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の

財
源
を
確
保
し
て
い
る
よ
。

　

健
全
財
政
の
維
持
に

配
意
し
な
が
ら
、「
安

心･

安
全
の
ま
ち
づ
く

り（
防
災
機
能
の
強

化
）」「
雇
用
の
拡
大
と
地
域
経
済
の

活
性
化
」な
ど
の
分
野
に
重
点
的
に

予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
費
が
約
８
％
の
伸
び

　

前
年
度
と
比
較
し
て
7.7
％
と
大
き

く
伸
び
て
い
る
の
は
総
務
費
で
、
約

５
億
円
増
え
て
い
ま
す
。
交
流
・
文

化
施
設
の
建
設
工
事
の
開
始
が
主
な

理
由
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
土
木
費
も
6.1
％
、
約

６
億
円
増
え
て
い
ま
す
が
、
街
路
整

備
事
業
、
河
川
用
悪
水
路
改
修
事
業

な
ど
が
増
え
た
た
め
で
す
。

歳
出
全
体
の
約
30
％
は
民
生
費

　

歳
出
で
最
も
大
き
な
29.5
％
を
占
め

る
民
生
費
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

1.3
％
、
２
億
５
１
５
５
万
円
増
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
手
当
支

給
額
が
減
っ
た
一
方
、
自
立
支
援
事

業
給
付
費
、
福
祉
医
療
費
な
ど
の
扶

助
費
や
介
護
保
険
、
国
民
健
康
保
険

な
ど
の
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増

え
た
こ
と
が
主
な
理
由
で
す
。

歳出

上
田
地
域
定
住
自
立
圏
の

形
成
に
向
け
た
取
組
が

始
ま
り
ま
す

　

上
田
市
と
周
辺
５
市
町
村（
東
御

市
、
青
木
村
、
長
和
町
、
坂
城
町
、

立
科
町
）は
、
昨
年
12
月
に「
将
来
に

わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
圏
域
」、「
活
力
の
創
出
に
よ
る
自

立
し
た
魅
力
溢
れ
る
圏
域
」と
い
う

二
つ
の
将
来
像
に
向
け
て
、
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

24
年
度
か
ら
予
算
付
け
を
し
て
取
り

組
む
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

単位：万円

分　　野 事　　　業　　　名 予算額
医　療 上田市内科・小児科初期救急センターの運営 5,420
福　祉 成年後見支援センターの運営

（一般会計および特別会計分）
1,033

教育・文化 スクールカウンセラー、スクールソーシャル
ワーカーの活用

425

環　境 有害鳥獣対策の推進 5,157
産業振興 産業立地・人材養成の支援、企業立地情報の

共有・発信
310

地域交通 市町村道の整備 71,500
人材育成・交流 合同職員研修の実施 100

民生費　193億4,025万円（29.5％）

土木費　105億582万円（16.0％）

総務費　68億5,130万円（10.4％）

商工費　54億7,648万円（8.4％）

衛生費　37億8,971万円（5.8％）

農林水産業費　24億9,582万円（3.8％）

消防費　17億3,381万円（2.6％）

その他　７億5,415万円（1.2％）

公債費　86億3,129万円（13.2％）

歳出
656億円

教育費　59億7,948万円（9.1％）

（議会費・労働費・予備費）

自主財源・依存財源の推移（一般会計当初予算）
単位：億円
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一
般
会
計
の
主
な
使
い
み
ち

市
の
予
算
は
、
道
路
の
建
設
の
た
め
に
使
う
土
木
費
、
教
育
の
た
め
に
使
う

教
育
費
な
ど
目
的
別
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

こ
の
区
分
ご
と
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

○交流・文化施設建設事業	 ……………15億2,847万円

新住民基本台帳法改正に伴う
	 住民情報系システム更新事業	……………1,897万円
新災害ハザードマップ作成事業	 ……………1,340万円
	 洪水や土砂災害時の危険か所、地震時の危険度な

どを地図にして、市民に周知します。
○自主防災組織資器材購入補助金	……………300万円
	 補助率や上限額の引き上げなどにより、災害発生

時に重要な役割を担う自主防災組織の活動の充実
を図ります。

新市民による事業評価（市民参加・公開型の事業仕分けの開催）

 	 ……………………………………………83万円

○子どものための手当支給事業	………28億4,466万円
○自立支援給付事業	……………………23億 460万円
	 障害者の地域生活を支援するため、障害児支援の

強化、相談支援の充実などを図ります。
○福祉医療費給付事業	…………………９億2,520万円
	 障害者・低所得高齢者・ひとり親世帯への給付の

ほか、子どもへの給付対象を拡大し、入・通院費
ともに中学３年生まで給付します。

○放課後児童クラブ・児童館運営事業（市内37箇所）

 	 …………………………………２億8,092万円
○介護予防・生活支援事業	……………２億 641万円
	 高齢者が住み慣れた地域で生活を継続できるよう、

各種生活支援サービスを行います。
○認可外保育施設助成事業	…………………1,299万円
○発達相談センター事業	……………………1,092万円
	 発達障害などで支援を必要とする子どもやその保

護者に対し、専門職スタッフを増員するなど相談
体制等を充実します。

新 定上小圏域成年後見支援センター運営事業
	 	 …………………………………………369万円
	 上小４市町村と連携し、社会的弱者の権利を保護・

支援するため、成年後見制度に関する専門機関を
共同設置します。

交流・文化施設完成イメージ図

新は新規事業
定は上田地域定住自立圏構想関係事業

○中小企業金融対策事業	………………44億9,500万円
	 経営支援資金の利子補給の１年間延長、経営革新

資金の利子補給の新設により、中小企業の事業活
動を支援します。

○市民まつり事業（上田城千本桜まつり、丸子ドドンコ、

真田まつり、武石夏祭りなどの負担金）……6,156万円
新美ヶ原高原観光トイレ整備事業	 …………3,680万円
新信州上田プレミアム商品券事業補助金	 …2,700万円
	 市内３商工団体が連携して実施する10％のプレミ

アム付の商品券販売事業に要する経費を補助しま
す。

○販路拡大支援事業補助金	……………………560万円
	 中小企業者の販路拡大を支援するため、展示会な

どへの出展経費の一部を補助します。

〜商工観光業の振興のために〜

商　工　費【55億円】

〜福祉や子育て事業のために〜
民　生　費【193億円】

定市道新設改良事業	……………………15億3,717万円
	 上田橋中島線、丸子小牧線バイパスをはじめ、生

活に必要な路線の整備を行います。
定街路整備事業（櫓

やぐら

下泉平線、材木町線など）

 	 …………………………………５億7,590万円
定交通安全施設整備事業（歩道の整備など）

 	 …………………………………４億 146万円
○交通運輸対策事業（別所線対策、廃止路線代替バス運

行費補助など）	 ………………………３億7,596万円
○優良建築物等整備事業補助金	………１億2,320万円
○市営住宅改修事業（下水道接続、給湯器・浴

よく

槽
そう

設置など）

 	 ………………………………………9,337万円
○都市公園整備事業	…………………………6,555万円
	 交流・文化施設の建設に併せて市民緑地広場を整備

するほか、上田城跡公園バリアフリー化事業を実
施します。

○住宅リフォーム補助金	……………………5,000万円

〜道路や河川などの整備のために〜
土　木　費【105億円】

〜企画、財政など市の全般的な事務のために〜
総　務　費【69億円】

市民一人あたりの予算額
人口	158,965人
（平成24年2月1日現在）

一般会計の歳出を人口で割ると
市民一人あたり約41万円です。

主な費目を紹介すると次のようになります。

総務費

43,099円（10％）

民生費

121,664円（30％）

衛生費

23,840円（６％）

農林水産業費

15,700円（４％）

商工費

34,451円（８％）
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○妊婦一般健康診査公費負担	……………１億6,755万円
○周産期医療緊急対策事業	………………１億 646万円
	 医師確保のため、医学生の修学資金貸付、市立産婦

人科病院（旧産院）の医師報酬の補助などを行います。
○新エネルギー活用施設設置費補助金	………4,560万円
	 地球温暖化対策として、太陽光発電システム導入の

補助金の上限を４kwから６kwへ拡充します。
○資源物回収促進交付金（自治会等への還元金）

	 	 …………………………………………3,450万円
○がん検診推進事業	 …………………………1,898万円
	 受診率の向上を図るため、一定の年齢に達した方に

対し、子宮頸
けい

がん、乳がんおよび大腸がん検診の無
料クーポン券を配布します。

○土地改良事業（農道整備、水路改修など）

	 	 ……………………………………２億2,037万円
定松くい虫防除対策事業（伐倒駆除、地上薬剤散布、樹幹

薬剤注入など）	 …………………………１億7,932万円
定有害鳥獣駆除対策事業補助金	 ………………4,120万円
	 鳥獣被害防止のための侵入防止柵資材購入費や狩猟

者確保のため新規免許取得費用などを補助します。
新農業者戸別所得補償制度推進事業交付金	 …1,045万円
	 制度の実施に必要な要件確認などの活動経費に対し

て交付金を支給します。
○農地・水保全管理支払交付金事業	……………923万円
	 自治会などの地域住民による水路・農道等の補修な

どの活動を支援します。

○消防団詰所整備事業（丸子第６分団、真田傍陽分団など）

	 	 …………………………………………6,543万円

○消防施設整備助成事業補助金	…………………618万円
	 自治会が行う消火栓付属器具の購入や修理などのた

めの経費を補助します。

〜ごみ処理や健康づくりなどのために〜
衛　生　費【38億円】

〜農業・林業の振興のために〜
農林水産業費【25億円】

定合同就職面接会開催事業負担金	………………285万円
新学生就職支援フォーラム負担金	 ………………30万円
	 高校生、大学生などを対象とした講演会、パネルディ

スカッション、企業見学会などの負担金

〜雇用の促進と労働者福祉のために〜
労　働　費【2.4億円】

〜救急・消防のために〜
消　防　費【17億円】

〜借りたお金の返済のために〜
公　債　費【86億円】

○清明小学校屋内運動場改築事業	………４億1,608万円
○小中学校耐震補強事業（工事14校・実施設計９校）

	 	 ……………………………………３億7,767万円
○塩田中学校改築事業（外構工事など）	 …１億3,058万円

○幼稚園就園奨励費補助金	……………………9,743万円
○児童生徒就学援助事業	………………………9,574万円
	 経済的理由により就学が困難な児童生徒に対し、学

用品費、給食費などの支援を行います。
○上田文化会館改修事業（ホール舞台照明設備改修第２期）

	 	 …………………………………………9,500万円
○第二中学校改築事業（実施設計）	 ……………8,400万円
○「大版画」の世界企画展開催	……………………334万円
	 森工房から寄贈を受けた大版画の企画展を開催します。

〜子どもたちの教育などのために〜
教　育　費【60億円】

昨年度の学生就職支援フォーラム 完成した塩田中学校の校舎

22年度に整備した第14分団詰所（中塩田）

土木費

66,089円（16％）

消防費

10,907円（３％）

教育費

37,615円（９％）

公債費

54,297円（13％）

＊その他の費目／議会費、労働費、予備費の合計4,744円（１％）
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事　業　名 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 増減率
（％） 事　　業　　の　　あ　　ら　　ま　　し

土地取得事業 ４億円 ４億円 0円 0.0 土地の取得に関する事業

塩田有線放送
電話事業 486万円 8,042万円 △ 7,556万円 △ 94.0 事業廃止に伴う残務整理など

交通災害共済事業 0円 1,590万円 皆減 皆減 会員が万一交通事故にあった時、見舞金を支払う助け合いの制度
※平成22年４月から、長野県民交通災害共済組合へ移行

同和地区住宅新築
資金等貸付事業 5,253万円 4,795万円 458万円 9.6 住宅新築資金などの貸付事業

国民健康保険事業 159億8,235万円 144億9,462万円 14億8,773万円 10.3 0歳～74歳までの方で、自営業など他の健康保険に加入されてい
ない方のための医療保険事業

後期高齢者医療事業 16億9,006万円 15億3,295万円 １億5,711万円 10.2 高齢者（75歳以上）および65歳以上75歳未満の一定の障がい認定
を受けている方を対象とした医療制度

介護保険事業 134億2,689万円 124億4,293万円 ９億8,396万円 7.9 介護が必要となった方への保険給付事務、介護予防サービスなど
の事業

社会福祉授産事業 6,320万円 6,457万円 △ 137万円 △ 2.1 障がいを抱えた方一人ひとりの能力や希望に沿った就労の支援事
業（上田・武石の２事業所）

駐車場事業 １億8,468万円 １億8,905万円 △ 437万円 △ 2.3 上田駅お城口・温泉口にある市営駐車場の管理運営事業

市街地再開発事業 6,994万円 １億1,929万円 △ 4,935万円 △ 41.4 上田駅前ビル・ パレオの管理事業など

武石診療所事業　　 １億5,672万円 １億5,118万円 554万円 3.7 24時間往診体制をとっている公立の診療所（内科・外科など）事業

特別会計合計 320億3,123万円 295億3,885万円 24億9,238万円 8.4

特別会計 約320億円

◎特別会計予算一覧

　特別会計は、特定の事業や資金などについて、その収支を明確にするために一般会計と分けた会計です。全
体では、8.4％、約25億円増えました。
　主な理由は、国民健康保険事業特別会計が保険給付費の増額などにより前年度より約15億円増えたこと、介
護保険事業特別会計が介護サービス等の給付費の増額などにより前年度より約10億円増えたことなどです。

約191億円

事　　　業　　　名 本年度予算額 前年度予算額

真田有線放送
電話事業

収益的支出 5,494万円 5,653万円

資本的支出 915万円 915万円

産婦人科病院事業※
収益的支出 ５億3,577万円 ４億3,011万円

資本的支出 3,650万円 ９億4,648万円

水道事業
収益的支出 25億 86万円 25億6,167万円

資本的支出 14億6,211万円 11億7,770万円

公共下水道事業
収益的支出 48億5,040万円 48億7,060万円

資本的支出 45億1,861万円 39億3,101万円

農業集落排水事業
収益的支出 13億1,249万円 13億4,364万円

資本的支出 ７億2,713万円 ７億2,326万円

企　業　会　計　合　計 160億796万円 160億5,015万円

※23年度までは産院事業
○収益的支出：人件費、施設の維持管理費、減価償却費など経営活

動に必要な経費
○資本的支出：施設の整備・投資、借入金の償還金などの費用

　企業会計は、水道料金などの収益によって運営され
る会計です。全体では、前年度と比べると0.3％、4,219
万円減りました。

企業会計 約160億円

◎企業会計予算一覧

区　　　分 概　　　　　　　　　　　　　　要 平成24年度末 平成23年度末

財政調整基金 災害など不測の事態や将来の大きな事業に備えて、財政の健全な運営のために積み立てる基金 31億4,205万円 33億4,205万円

減債基金 公債費の償還を計画的に行うための基金 29億1,931万円 31億5,931万円

その他の特定目的基金 事業の実施など特定の目的のために積み立てる基金（例：地域振興事業基金） 107億4,913万円 113億1,684万円

定額運用基金 土地の取得など特定の目的のために定額の資金を運用する基金（例：土地開発基金） 22億5,094万円 22億5,077万円

合　　　　　　　　　　　　　計 190億6,143万円 200億6,897万円

（注）表示単位未満を四捨五入しているため、合計額は一致しない場合があります。

　市の貯金ともいえる基金は、今年度合計で約２億円を
積み立て、約12億円を取り崩して、事業実施のために活
用します。

基金現在高（見込み）

◎基金の年度末現在高見込額

約1,494億円

区　　　分 平成24年度末 平成23年度末

一般会計 681億5,245万円 690億8,258万円

特別会計 ９億7,572万円 11億5,891万円

企業会計 802億3,095万円 830億4,242万円

合　　計 1,493億5,912万円 1,532億8,391万円

　市では、学校、道路、下水道などの公共施設の整備をす
る場合に市の借金にあたる市債を活用しています。財政負
担を複数の年度に分けることにより、計画的な財政運営を
行うことができます。

市債現在高（見込み）

◎市債の年度末現在高見込額

そ
の
他
の
会
計
と
市
債
・
基
金
現
在
高
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第
５
期
上
田
市
高
齢
者
福
祉
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

高
齢
者
福
祉
お
よ
び
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
に
取
り
組
む
内
容
を
定
め
た

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
し
ま
す

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

予
防
、
生
活
支
援
、
住
ま
い
の
五
つ
の
視
点
か

ら
、様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、

切
れ
目
な
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

医
療
と
介
護
の
連
携

～
24
時
間
対
応
の

　

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス
～

　

在
宅
で
暮
ら
す
一
人
暮
ら
し
や
医
療
の
必
要

性
が
高
い
方
を
支
え
る
た
め
、
訪
問
介
護
と
訪

問
看
護
が
連
携
し
、
短
時
間
の
定
期
訪
問
と
利

用
者
の
求
め
に
応
じ
た
随
時
訪
問
を
行
う
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
を
図
り
ま
す
。

認
知
症
支
援
策
の
充
実

　

認
知
症
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
す
る
家
族
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
新
た
な
支
援
サ
ー
ビ

ス
や
地
域
で
の
支
援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

拠
点
整
備
を
進
め
ま
す　

　

第
４
期
で
は
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
中
心

に
17
か
所
の
拠
点
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
第
５

期
で
も
15
か
所
の
拠
点
整
備
を
進
め
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

介護保険費用の増加が見込まれます
　高齢者人口や要介護認定者の増加に伴い、サービス利用者の増加が予想されます。また、地域密着型サー
ビスを中心とした拠点整備を予定していることから、介護保険に必要な費用の増加が見込まれます。
○第４期（平成21～23年度）と第５期（平成24～26年度）の比較

区　　　分 平成23年10月１日現在 平成26年見込み 増　加　率
65歳以上の高齢者 41,429人 44,275人 6.9％
要 介 護 認 定 者 8,041人 8,942人 11.2％
サ ー ビ ス 利 用 者 6,469人 7,508人 16.1％

介護保険料の基準月額が5,010円になります
　基準月額を4,160円から5,010円に改定します。基金を取り崩し、上昇幅を抑えましたが、850円の増と
なりました。ご理解をお願いします。

介護保険料を14段階に改定します
　所得状況をよりきめ細かく反映するように、これまで９段階であった保険料段階を14段階とします。
新たに設ける第３段階では、料率を引き下げ負担の軽減を図ります。
○65歳以上の方の介護保険料（平成24～26年度）
段
階 対　　　　　　　　　象 料率 年額（円）

１ 本人が生活保護等を受けている方、または世帯全員が市町村民税非課税で、本人が老齢福
祉年金を受給している方 ０.50 30,100

２
世帯全員が市町村民税非課税 本人の前年の合計所

得金額と課税年金収
入の合計額

80万円以下の方 ０.50 30,100
３ 80万円超120万円以下の方 ０.65 39,100
４ 120万円超の方 ０.75 45,100
５ 本人が市町村民税非課税で、世帯の

中に市町村民税課税者がいる方
80万円以下の方 ０.90 54,100

６ 80万円超の方 １.00 60,100
７

本人が市町村民税課税 前年の合計所得金額

80万円以下の方 １.20 72,100
８ 80万円超125万円未満の方 １.30 78,200
９ 125万円以上150万円未満の方 １.40 84,200
10 150万円以上190万円未満の方 １.45 87,200
11 190万円以上200万円未満の方 １.50 90,200
12 200万円以上300万円未満の方 １.65 99,200
13 300万円以上400万円未満の方 １.80 108,200
14 400万円以上の方 ２.00 120,200

※保険料（年額）の算定方法
　基準月額（5,010円）×12か月×料率（基準額に対する割合）

年金から介護保険料を納めていただく方に通知書を送付します
　４・６・８月の年金から納めていただく介護保険料の金額（特別徴収額）を４月６日以降お知らせします。
なお、年金から納めていただく方の10月以降の金額と、口座振替または納付書で納めていただく方の金
額（普通徴収額）は、７月に介護保険料の年額が決定した後にお知らせします。

　  高齢者介護課　TEL23・6246

65歳以上の方の介護保険料を改定します

区　　　分 第　４　期 第　５　 期 増　加　率
３年間の費用合計 約357億円 約422億円 18.2％
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After

情報
ぴ っ

くあ
っ ぷ

平成24年度組織見直し
市役所が変わります

【危機管理防災課】（名称変更）
・防災対策を進めるとともに、災害等有事における危機管理体制の一層の強化に向け、「危機管理室」を

「危機管理防災課」に改めます。
【交流・文化施設建設室ほか】（名称変更と体制強化）

・建設事業の進捗に合わせ、「交流・文化施設建設準備室」を「交流・文化施設建設室」に改めます。
・建設事業の推進体制強化として、政策企画局に「交流・文化施設建設推進参事」を、都市建設部に「建

築参事」を、それぞれ配置します。
【スポーツ推進課、丸子地域教育事務所スポーツ推進係】（名称変更）

・スポーツ基本法の趣旨や「上田市スポーツ振興計画」の方針に沿い、「体育課」を「スポーツ推進課」に改
め、また、同課および丸子地域教育事務所の係名を「スポーツ推進係」等に改めます。

【契約検査課】（統合）
・業務の効果的執行を図るため「契約課」と「工事検査課」を統合し、「契約検査課」を新設します。
【産院建設準備室】（廃止）

　・産院移転新築事業の完了に伴い、「産院建設準備室」を廃止します。
　  行政管理課　TEL22・4100（内線1003）

平成24年度住宅リフォーム補助制度
ご利用ください

　４月からの主な見直し点は次の５か所です。

受付期間 　５月７日㈪～平成25年３月末
　　　　　（期間内でも予算がなくなり次第受付を終了）
対象となる住宅 　

	 市内の個人住宅（店舗併用住宅の住宅部分、マンションの自己専有
部分を含む）で、平成25年３月31日までに工事が完了し、工事代金
の支払いができるもの。

	 ※すでに工事を着手（契約も含む）、または完了しているものは対象
　になりません。

　※以前に本制度の補助を受けた方、住宅は補助を受けられません。
また、他の市および公的機関の補助金などを利用している工事は
該当しません。

補助額 　工事費20万円以上の工事に対し、対象工事費の20％
　　　　　（最高限度額10万円）
申請できる方 　上田市に住民登録している、市税等に滞納のない、対象

となる住宅の所有者
　　　　　　　（同一住宅および同一住宅所有者１回限り）
申込方法 　建築指導課窓口、または上田市ホームページにある申込書に

必要事項を記入し、工事費の見積書、住宅の案内図および現
況を表す写真など、必要書類を添付し提出してください。施
工業者が代理で申請を行う場合は委任状が必要です。

　詳しくは、建築指導課まで問い合わせください。
　  建築指導課　TEL23・5430

　地域経済の活性化のため、市民の皆さんが行う地元業者による住宅リフォームに対し
て、工事費用の一部を補助する制度です。平成24年度も実施します。

Before
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Pick Up
tel.22･4100㈹	 	fax.25･4100㈹上田市役所

tel.72･2200㈹	 	fax.72･4140㈹真田地域自治センター tel.85･2311㈹	 	fax.85･2313㈹武石地域自治センター

tel.42･3100㈹	 	fax.43･3666㈹丸子地域自治センター
情報

　上田市自治基本条例の理念である「参加と協働」と「地域内分権」によるまちづくりを推進するため、地方分
権講演会を開催します。
　講師に、内閣府が設置する第30次地方制度調査会の会長を務め、地方分権のけん引役、地方自治の第一人
者として活躍する西尾勝

まさる
さんを迎え、国で進める地方分権改革の動向と、上田市が進める地域内分権につい

てお話いただきます。
　多くの皆さんのご来場をお待ちしています。

「地方分権講演会」を開催します
参加と協働のまちづくりを推進するために

うえだスポーツナビvol.1
自身にあったスポーツライフをナビゲート

　体を動かすことの楽しさや爽快感を実感しましょう。家ですぐに実践できる運動の紹介な
ど、自身にあったスポーツライフへとナビゲート（目的にたどり着けるよう手助け）します。

染屋台多目的グラウンド
４月16日オープン！

日　時 　４月17日㈫午後２時～４時（１時30分開場）
場　所 　上田市民会館ホール
演　題 　「地方分権改革と市政経営について」～市民協働による地域内分権の推進～
講　師 　西尾勝氏（財団法人東京市政調査会理事長）
参加費 　無料　　 申し込み 　不要

※上田城千本桜まつりの開催期間中のため混雑が予想されますので、できるだけ公共交通
　機関をご利用ください。

　  行政管理課　TEL22・4100（内線1205）

日　時 　４月19日㈭午後６時30分～８時45分（６時受付開始）
場　所 　上田城跡公園体育館
内　容 　体力測定、スクエアステップ、バランスボール
対　象 　市内在住・在勤の方、および市内大学・短大・専門学校に通う学生（高校生以下の参加不可）
参加費 　一人100円（保険料含む。当日受付で徴収）
持ち物 　筆記用具、運動のできる服装、体育館用シューズ、飲み物、タオルなど
申し込み 　不要
　  スポーツ推進課　TEL23・6372

　市民の健康づくりの拠点として整備を進めてきた染
屋台グラウンドが、多目的グラウンドとしてオープン
します。

施設名 　染屋台多目的グラウンド
利用期間 　４月16日㈪～11月30日㈮
利用時間 　午前８時30分～午後９時
利用受付場所 　上田城跡公園体育館管理事務所（まず

は予約状況を電話でご確認ください）
　  スポーツ推進課　　　　　　　TEL23・6372

　　上田城跡公園体育館管理事務所 　TEL22・8699

施設使用料 　
利　　用　　時　　間 使用料

午前（午前８時30分～正午）
3,150円午後（午後１時～５時）

夜間（午後６時～９時）
昼間（午前８時30分～午後５時） 6,300円

電灯使用料（１時間）　
全点灯 1,100円
半点灯 550円

西尾　勝さん
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情報あ･ら･かると
Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e 22

お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

補
助
限
度
額
を
拡
大

　

地
球
温
暖
化
の
防
止
と
再
生
可
能
な
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
進
め
る
た

め
、
市
で
は
太
陽
光
発
電
・
太
陽
熱
高
度

利
用
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
設
置
す
る
方
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
始
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
を
一
層
支
援
す
る
目
的
で
、
平

成
24
年
度
か
ら
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
補
助
対
象
と
な
る
出
力
の
上
限
を
、

４
kw（
10
万
４
０
０
０
円
）か
ら
６
kw

（
15
万
６
０
０
０
円
）に
拡
大
し
ま
す
。

　

な
お
、
１
kw
あ
た
り
の
補
助
金
額
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
２
万
６
０
０
０
円
で

す
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

就
学
援
助
制
度
の

支
給
要
件
の
一
部
が
改
正

　

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
小
中
学
校

へ
の
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
、
学
校
教
育
活
動
に

必
要
な
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

　

支
給
対
象
者
が
、「
市
内
の
小
・
中
学
校

に
通
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
」か

ら「
市
内
に
住
所
の
あ
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
」に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

４
月
に
学
校
か
ら
配
布
す
る
お
知
ら
せ

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
就
学
援
助
を
希
望
す

る
場
合
は
学
校
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
認
定
に
あ
た
り
申
請
世
帯
の
所

得
な
ど
の
調
査
や
、
民
生
児
童
委
員
に
よ

る
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

学
校
教
育
課　

TEL
23
・
５
１
０
１

子
ど
も
医
療
費
給
付
金

事
業
が
拡
充
さ
れ
ま
す

　

子
ど
も
医
療
費
給
付
金
事
業（
福
祉
医

療
）は
、
４
月
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
通

院
費
に
つ
い
て
も
中
学
３
年
生
ま
で
給
付

さ
れ
ま
す
。

●
開
始
日　

４
月
１
日
㈰
受
診
分
か
ら

●
変
更
点
／
対
象
者
：
支
給
対
象
と
な
る

医
療
費（
改
正
後
）

・
０
歳
〜
小
学
３
年
生
：
入
院
費
・
通
院

費（
現
行
ど
お
り
）

・
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生
：
入
院
費
・

通
院
費（
改
正
前
は
入
院
費
の
み
）

　

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
な
し

●
給
付
と
な
る
医
療
費　

保
険
対
象
と
な

る
医
療
費
の
う
ち
自
己
負
担
分（
食
事

代
な
ど
一
部
適
用
外
あ
り
）。
た
だ
し
、

福
祉
医
療
費
制
度
を
支
え
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
１
か
月
単
位
で
病
院
・
薬
局

ご
と
に
５
０
０
円
の
受
給
者
負
担
金
を

除
い
て
支
給
し
ま
す
。

●
申
請
手
続　

０
歳
〜
新
中
学
３
年
生
に

は
、
新
し
い
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を

３
月
末
ま
で
に
郵
送
し
ま
し
た
。
ま
だ

受
給
者
証
交
付
申
請
を
し
て
い
な
い
方

は
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課
、
ま
た
は

各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種

　

乳
幼
児
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
、
平
成
24
年
度
も
引
き
続
き
公

費
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
対
象　

生
後
２
か
月
〜
５
歳
未
満
児

●
接
種
方
法　

委
託
医
療
機
関
で
の
個
別

接
種（
要
電
話
予
約
）

●
内
容　

年
齢
に
よ
り
接
種
回
数
が
異
な

り
ま
す（
保
健
ご
よ
み
な
ど
参
照
）。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

子
宮
頸け
い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
事
業
を
、

平
成
24
年
度
も
引
続
き
実
施
し
ま
す
。
該

当
す
る
方
は
公
費
で
接
種
が
で
き
ま
す
。

●
対
象（
相
当
年
齢
）／
条
件

・
中
学
１
年
生（
平
成
11
年
４
月
２
日
〜

12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
。
新
規
対
象
）

／
個
別
通
知
到
着
後
、
接
種
可
能

・
中
学
２
年
生
〜
高
校
１
年
生
／
不
足
回

数
分
を
公
費
接
種
可
能

・
高
校
２
年
生
／
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
に
１
回
目
ま
た
は
２
回
目
の
接
種
が

済
ん
で
い
る
こ
と

●
接
種
方
法　

委
託
医
療
機
関
で
の
個
別

接
種（
要
電
話
予
約
）

●
予
診
票　

新
規
対
象
の
中
学
１
年
生
に

は
個
別
に
送
付
し
ま
す
。
昨
年
度
か
ら

対
象
の
方
で
予
診
票
を
紛
失
し
た
場
合

は
、
再
交
付
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
ワ
ク
チ
ン　

２
価
の
サ
ー
バ
リ
ッ
ク

ス
か
、
尖せ
ん

圭け
い

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
と
い
う
性

病
の
一
種
を
防
ぐ
型
が
含
ま
れ
て
い
る

４
価
の
ガ
ー
ダ
シ
ル
が
選
択
で
き
ま
す

が
、
３
回
と
も
同
一
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。
両
方
を
取
り
扱
っ
て

今
月
の
表
紙

お
知
ら
せ

　例年この時期、多くの観光客や
市民を魅了する上田城跡公園の
桜。青空をバックに、園内を埋め
尽くすように咲くソメイヨシノの
ほか、いち早く開花するシダレザ
クラ、可憐な花をつけるウコンザ
クラなど、たくさんの種類の桜と
城との見事な競演が見られます。
　堀の水面に映る桜や夜桜と櫓

やぐら

の
ライトアップなど見どころも数多
く、お気に入りの１枚を撮ろうと
思い思いのアングルでカメラを構
える人たちでもにぎわいます。
　「さくら」は、多くの市民の支持
により市花に制定されました。

「さくら」と「上田城」の競演
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い
な
い
医
療
機
関
も
あ
る
た
め
、
予
約

の
際
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

　

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
け
た
方

に
対
し
、
そ
の
検
査
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

●
対
象　

い
ず
れ
も
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・
人
間
ド
ッ
ク
／
検
査
時
に
35
歳
以
上
の

方
・
脳
ド
ッ
ク
／
年
度
内（
４
月
１
日
か
ら

翌
年
３
月
31
日
ま
で
）に
、
35
・
40
・

45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
・
75
歳
に

な
る
方

●
補
助
の
要
件　

ド
ッ
ク
基
本
料
の
検
査

費
用
に
対
す
る
自
己
負
担
が
２
万
５
０

　

０
０
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。
同
一
年

度
内
に
受
診
し
た
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は

脳
ド
ッ
ク
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
。
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
検
査
内

容
に「
Ｍ
Ｒ
Ａ
検
査
」「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
」

「
血
液
検
査
」「
心
電
図
検
査
」が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
。

　

加
入
保
険
や
事
業
所
な
ど
か
ら
補
助
が

あ
る
場
合
は
、
そ
の
補
助
金
額
分
を
減

額
し
て
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
補
助
上
限
額
と
同
額
以
上

の
補
助
が
あ
る
場
合
は
、
市
か
ら
補
助

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
手
続
き　

受
診
後
に
、領
収
書
の
原
本
・

保
険
証
・
印
鑑（
朱
肉
使
用
の
も
の
）・

振
込
先
の
わ
か
る
も
の（
預
金
通
帳
な

ど
）を
持
参
の
う
え
、
市
役
所
国
保
年

金
課
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
市

民
生
活
課
窓
口
へ
。

　

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

　
　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

助
成
金
で
神
楽
用
具
を
整
備

　

小
泉
自
治
会
で
は
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
所
管
の
宝
く
じ
助
成
金
を
受
け
、
小

泉
神か
ぐ
ら楽
の
用
具
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
の
伝
統
文
化
の
保
存
・
伝

承
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
生
か
し

て
い
き
ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

市
民
の
森
ゴ
ー
カ
ー
ト
場
が

４
月
14
日
オ
ー
プ
ン

●
日
時　

４
月
14
日
㈯
〜
10
月
８
日（
月
・

祝
）の
土
日
祝
日
、
午
前
９
時
〜
午
後

４
時（
５
月
１
日
㈫
・
２
日
㈬
と
７
月

21
日
㈯
〜
８
月
19
日
㈰
は
、
月
〜
金
曜

日
も
営
業
）

●
場
所　

市
民
の
森
ゴ
ー
カ
ー
ト
場

●
料
金　

１
周
券
１
０
０
円
、
11
周
券
１

　

０
０
０
円

　

市
民
の
森
公
園
管
理
事
務
所

　
　

TEL
23
・
０
３
６
３

　
　

ゴ
ー
カ
ー
ト
場（
営
業
期
間
の
み
）

　
　

TEL
27
・
９
３
９
６

東
日
本
大
震
災
義
援
金
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
の
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
に
、
市

内
11
か
所
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
、
義
援

金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ん
が
一
日
も
早
く
平
穏
な
生
活
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
温
か
い
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
領
証
が
必
要
な
場
合
に
は
、

直
接
、
市
役
所
福
祉
課
ま
た
は
丸
子
・
真

田
・
武
石
健
康
福
祉
課
窓
口
に
義
援
金
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
設
置
場
所　

上
田
市
役
所（
本
庁
舎
１

階
、
南
庁
舎
１
階
、
北
庁
舎
１
階
）、

や
ぐ
ら
下
庁
舎
１
階
、
ひ
と
ま
ち
げ
ん

き
・
健
康
プ
ラ
ザ
う
え
だ
、
丸
子
・
真

田
・
武
石
・
豊
殿
・
塩
田
・
川
西
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー

●
受
付
期
間　

９
月
28
日
㈮
ま
で

　

福
祉
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
９
９
０
）

有
害
鳥
獣
駆
除
・
被
害
防
止

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る

農
作
物
被
害
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、
里

山
周
辺
や
河
川
敷
一
帯
な
ど
で
猟
友
会
の

協
力
に
よ
り
有
害
鳥
獣
駆
除
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
駆
除
の
円
滑
な
実
施
と
危
険
防

止
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
侵
入
防
止
柵
を
設
置
す
る
、
里

山
周
辺
の
草
刈
り
を
す
る
、
農
地
に
野
菜

を
放
置
し
な
い
な
ど
野
生
鳥
獣
を
近
付
け

な
い
よ
う
防
除
に
対
す
る
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◇
侵
入
防
止
柵
設
置
に
助
成

●
対
象　

電
気
柵
や
ネ
ッ
ト
な
ど
の
資
材

購
入

●
補
助
率　

資
材
費
の
10
分
の
３（
限
度

額
７
万
円
）

　

ま
た
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

で
お
困
り
の
方
、
集
落
ぐ
る
み
で
侵
入
防

止
柵
設
置
や
、
や
ぶ
の
刈
払
い
な
ど
緩か
ん

衝し
ょ
う

帯
整
備
を
お
考
え
の
方
は
、森
林
整
備
課
、

各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
産
業
観
光
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

　
　

お
知
ら
せ
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催
し

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

第
41
回

う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り

　

今
年
は「
つ
な
げ
よ
う
！
み
ん
な
の
笑

顔
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
５
日（
土
・
祝
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園

●
内
容　

開
会
式
、西
丘
保
育
園
鼓
笛
隊
、

将
棋
教
室
＆
工
作
、
消
防
業
務
Ｐ
Ｒ
、

消
防
１
日
体
験
、
電
気
屋
さ
ん
体
験
、

ク
ラ
フ
ト
・
工
作
・
ゲ
ー
ム
、
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
ふ
れ
あ
い
の
日
、忍
者
遊
び
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
剣
道
体
験
教
室

な
ど

●
参
加
費　

無
料

　

詳
細
は
、
う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り
公
式

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

た
け
し
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
余
里
花
桃

　

上
余
里
ま
で
の
往
復
約
８
㎞
を
、
花
桃

を
見
な
が
ら
歩
く「
第
９
回
た
け
し
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
in
余
里
花

桃
」。
当
日
は
信
州
上
田
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
正

し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
講
習
会
が
あ
り
ま

す
。

●
日
時　

４
月
29
日（
日
・
祝
）午
前
９
時

30
分
集
合
、
午
後
２
時
頃
解
散（
雨
天

中
止
）

●
集
合
場
所　

武
石
体
育
館
駐
車
場

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
た
だ
し
、
小
学

生
以
下
は
必
ず
保
護
者
と
参
加
）。

●
参
加
費　

一
人
５
０
０
円
。
小
学
生
以

下
無
料（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
は
別
途

５
０
０
円
必
要
）

●
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
敷
物
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
専
用
ポ
ー
ル（
持
っ
て

い
る
方
）な
ど

●
申
し
込
み　

４
月
23
日
㈪
ま
で
に
、
武

石
観
光
協
会
事
務
局
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ（
85
・
２
３
１
３
）で
同
事
務
局

へ
。
申
込
書
は
、
武
石
観
光
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　

武
石
観
光
協
会
事
務
局（

産
業
観

光
課
内
）　

TEL
85
・
２
８
２
８

企
画
展

「
土
に
埋
め
る
祈
り
」

　

経き
ょ
う

塚づ
か

は
法
華
経
な
ど
の
経
典
を
土
中
に

埋
め
た
塚
で
、
古
代
か
ら
近
世
ま
で
信
仰

の
対
象
と
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
出
土

し
た
石
に
墨
で
経
文
が
書
か
れ
た
一
字
一

石せ
き

経き
ょ
う

、
多
字
一
石
経
、
２
７
０
０
点
余
の

経き
ょ
う

石せ
き

、
ま
た
中
国
銅
銭
を
祭さ
い

祀し

や
備
蓄
の

た
め
に
埋
め
た
埋
納
銭
な
ど
、
20
例
ほ
ど

を
展
示
し
ま
す
。

◇
企
画
展「
土
に
埋
め
る
祈
り

－

上
田
地

方
の
経
塚
と
埋
納
銭

－

」

●
開
催
期
間　

５
月
13
日
㈰
ま
で（
毎
週

水
曜
日
が
休
館
。
た
だ
し
５
月
２
日
㈬

は
開
館
）。

●
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
場
所　

信
濃
国
分
寺
資
料
館
特
別
展
示

室
●
入
館
料　

大
人
２
５
０
円
、
大
学
生
１

　

８
０
円
、
市
内
小
中
・
高
校
生
は
無
料

◇
展
示
説
明
会

●
日
時　

４
月
21
日
㈯
午
前
10
時
〜
、
午

後
２
時
〜（
要
入
館
料
）

　

信
濃
国
分
寺
資
料
館

　
　

TEL
27
・
８
７
０
６

新
・
川
西
公
民
館

開
館
記
念
演
奏
会

　

川
西
カ
ル
テ
ッ
ト
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏

の
演
奏
会「
弦
楽
四
重
奏
〜
サ
ク
ラ
咲
く

午
後
〜
」。
今
年
は
新
・
川
西
公
民
館
開

館
記
念
事
業
と
し
て
、「
ス
タ
ー
ト
・
春
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
14
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

15
分
頃（
１
時
30
分
開
場
）

●
場
所　

川
西
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
演
奏
曲
目　

ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ

ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
、
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
さ
く
ら（
独
唱
）、
ふ

る
さ
と
ほ
か（
予
定
）

●
入
場
料　

無
料

　

川
西
公
民
館　

TEL
22
・
５
０
０
４

上
田
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
を
募
集

●
日
時　

５
月
20
日
㈰
午
前
８
時
30
分
開

会
●
場
所　

自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館

＜広告欄＞

催
し



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

I n f o rm a t i o n  A  L a  C a r t e

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e25

●
種
目　

男
子
、
女
子
、
混
合

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
の

チ
ー
ム

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

●
申
込
締
切　

５
月
７
日
㈪

　

詳
細
は
、
上
田
城
跡
公
園
体
育
館
、
自

然
運
動
公
園
体
育
館
、
丸
子
・
真
田
・
武

石
体
育
館
、
お
よ
び
上
田
創
造
館
に
あ
る

大
会
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

上
田
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
協
会（
児
玉
）

　
　

TEL
０
９
０
・
７
４
２
４
・
４
８
０
３

講
座･

教
室

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

「
市
民
体
力
つ
く
り
の
日
」

参
加
者
を
募
集

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
教
室
で
す
。

●
日
時　

４
月
19
日
〜
平
成
25
年
３
月
28

日
の
木
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午（
９

時
30
分
受
付
開
始
）約
40
回
程
度
開
催

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
内
容　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
ピ
ン
ポ
ン
、
太た
い

極き
ょ
く

拳け
ん

、
ス
マ
イ

ル
ボ
ー
リ
ン
グ
、
腰
痛
健
康
体
操

●
参
加
費　

１
回
２
０
０
円（
別
途
年
会

費
１
０
０
０
円
）

●
持
ち
物　

室
内
運
動
靴

●
申
し
込
み　

電
話
で
開
催
日
を
確
認
し

て
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

㈶
上
田
市
体
育
協
会

　
　

TEL
27
・
９
４
０
０

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
で

体
力
ア
ッ
プ

　

体
力
・
筋
力
ア
ッ
プ
に
効
果
的
な
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
法
で
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
の
日
程
で
体
力
測
定
と

血
液
検
査
を
行
い
、
そ
の
後
各
自
で
６
か

月
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
に
取
り
組
み
ま

す
。
11
月
に
再
び
測
定
・
検
査
を
行
い
、

効
果
を
確
認
し
ま
す
。

　

ま
た
、
講
座
期
間
中
、
正
し
い
歩
き
方

や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
講
習
会
な

ど
も
行
い
ま
す
。

●
日
時　

①
５
月
10
日
㈭
午
前
８
時
30
分

〜
11
時
30
分
、
②
５
月
15
日
㈫
午
後
１

時
〜
４
時

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
対
象　

20
〜
70
歳
ま
で
の
①
ま
た
は
②

に
参
加
で
き
る
上
田
市
民

●
定
員　

各
20
名（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

●
参
加
費　

４
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

４
月
18
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

＜広告欄＞

催
し
／
講
座
・
教
室

平成24年度
上田市医師確保修学資金等貸与者を募集
　将来、地域内の指定医療機関の医師として従事しようとする大
学生、周産期医療を志す大学院生および研修医、さらには県外か
ら新たに赴任する産科・小児科・麻酔科の医師に対して、それぞ
れ必要な資金を貸与します。
●制度の概要

区 分 修学資金 研修資金 研究資金

対象者 医学部の大学生
周産期医療を
志す大学院生、
研修医

産科・小児科・麻
酔科の医師

貸与金額 月額20万円 月額30万円 ３年資金：300万円
２年資金：200万円

貸与期間 大学卒業まで
大学院卒業、
または研修終
了まで

３年資金：３年間
２年資金：２年間

その他 一定期間、市が指定する医療機関で従事することで
返還を免除。

●募集期間
・修学資金、研修資金／４月６日㈮～ 20日㈮
・研究資金／随時
●募集人数　各区分／若干名
　詳しい制度の内容や募集要項などの資料請求は、健康推進課へ。
　 健康推進課　TEL28･7123

集募
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初
心
者
向
け
ス
ポ
ー
ツ
教
室

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

◇
少
林
寺
拳
法
護
身
術（
前
期
）

●
日
時　

５
月
14
日
か
ら
の
月
曜
日
、
午

後
７
時
〜
８
時
30
分（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館
剣
道
場

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

２
０
０
０
円

◇
弓
道（
前
期
）

●
日
時　

５
月
15
日
か
ら
の
火
曜
日
、
昼

の
部
／
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
、
夜
の

部
／
午
後
７
時
〜
８
時
30
分（
各
部
と

も
全
11
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
弓
道
場

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
女
性
初
心
者
テ
ニ
ス

●
日
時　

５
月
15
日
か
ら
の
火
曜
日
、
午

前
11
時
〜
午
後
０
時
30
分（
全
10
回
）

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
室
内
多
目
的
運

動
場

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
成
人

女
性

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

６
０
０
０
円

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン（
前
期
）

●
日
時　

５
月
15
日
か
ら
の
火
曜
日
、
午

後
６
時
30
分
〜
９
時（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館

●
定
員　

先
着
40
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
初
心
者
卓
球

●
日
時　

５
月
19
日
か
ら
の
土
曜
日
、
午

前
９
時
30
分
〜
11
時（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
卓
球

●
日
時　

５
月
18
日
か
ら
の
金
曜
日
、
午

後
７
時
30
分
〜
９
時（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
や
さ
し
い
筋
力
ア
ッ
プ
貯
筋
運
動（
前

期
）

●
日
時　

５
月
18
日
か
ら
の
金
曜
日
、
午

前
10
時
〜
11
時（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館
剣
道
場

●
定
員　

先
着
50
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
共
通
事
項

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
成
人

男
女（
女
性
初
心
者
テ
ニ
ス
を
除
く
）

●
申
し
込
み　

４
月
９
日
㈪
〜
５
月
２
日

㈬
に
所
定
の
申
込
用
紙
で
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
、
ま
た
は
上
田
城
跡
公
園
・
自

然
運
動
公
園
・
丸
子
総
合
体
育
館
、
真

田
・
武
石
地
域
教
育
事
務
所
へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

木
製
灯
火
器
づ
く
り
教
室

　

木
製
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
こ
ま
燭
台
、
ぼ
ん

ぼ
り
、
角か
く

行あ
ん

灯ど
ん

の
い
ず
れ
か
の「
灯あ
か

り
の

道
具
」を
制
作
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
３
日（
木
・
祝
）午
後
１
時

〜
４
時

●
場
所　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
た
だ
し
、
小
学

校
低
学
年
以
下
は
親
子
で
の
参
加
）

●
定
員　

20
名

●
参
加
費　

工
作
キ
ッ
ト
１
個
に
つ
き
１

　

０
０
０
円

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
武
石

と
も
し
び
博
物
館
へ
。

　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

　
　

TEL
85
・
２
４
７
４

伝
統
文
化
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

　

直
接
、各
教
室
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
業
に
つ
い
て
は
、
上
田
市
伝

統
文
化
活
性
化
実
行
委
員
会
事
務
局（

文
化
振
興
課
内　

TEL
23
・
６
３
６
１
）へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
上
田
市
和
装
礼
法
親
子
教
室

●
期
日　

５
月
27
日
〜
11
月
の
日
曜
日

（
全
10
回
）

●
場
所　

上
野
が
丘
公
民
館

●
内
容　

ゆ
か
た
の
着
装
、
日
常
の
マ

ナ
ー

●
対
象　

小
学
生
〜
高
校
生
の
親
子

●
参
加
費　

無
料

　

和
装
礼
法
親
子
教
室（
柳
沢
）

　
　

TEL
72
・
３
７
５
１

◇
五
色
百
人
一
首
子
ど
も
教
室
Ｉ
Ｎ
上
田

●
期
日　

５
月
〜
平
成
25
年
２
月
の
原
則

毎
月
最
終
金
曜
日（
全
９
回
予
定
）

●
場
所　

上
田
創
造
館

●
対
象　

小
学
２
〜
６
年
生

●
定
員　

32
名

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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キラリ★輝くこどもたち！

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
締
切　

４
月
30
日（
月
・
振
休
）

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
上
小
教
育
サ
ー
ク
ル

　
　
（
小
林
）　

FAX
62
・
５
０
３
７

◇
ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
和
太
鼓
教
室

●
期
日　

４
月
〜
平
成
25
年
３
月
の
毎
月

第
２
・
４
日
曜
日

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

●
対
象　

シ
ニ
ア
教
室（
50
歳
〜
）、
ジ
ュ

ニ
ア
教
室（
小
学
生
）、
一
般
教
室（
上

記
以
外
）

●
参
加
費　

年
齢
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
事
務
局

　
　

TEL
／
FAX
26
・
５
３
２
０

◇
伝
統
文
化
い
け
ば
な
こ
ど
も
教
室

　

中
央
公
民
館
、
西
部
公
民
館
、
上
野
が

丘
公
民
館
、
川
西
公
民
館
で
の
各
４
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

４
月
〜
平
成
25
年
３
月
の
土
曜

日（
月
２
回
）

●
対
象　

未
就
学
児
〜
中
学
生

●
材
料
費　

５
０
０
〜
７
０
０
円
程
度

　

い
け
ば
な
小
原
流（
松
本
）

　
　

TEL
／
FAX
62
・
０
０
４
３

自然の恵みを受けて
のびのび育つ子どもたち

いずみ幼稚園

　いずみ幼稚園は、昭和29年、あけぼの
保育園として開園しました。旧真田町の長
村、傍陽村、本原村の三村合併により各地
区に保育園が開設されたことを機に昭和
35年幼児教育の場として新たな一歩を踏
み出しました。
　周囲の恵まれた自然環境を生かして、散
歩や園外保育にたくさん出かけます。年少
児の時からよく歩くことで体力をつけ、秋
の遠足では市民の森まで学年ごと目標を決
めて坂道を歩きます。真田図書館や温泉
プール、高齢者施設などにも積極的に出か
け、出会った人と挨拶を交わし、地域の方々
との触れ合いも大切にしています。
　継続して行われる体操教室では、年少児
はゲーム感覚で楽しみ、機敏性や瞬発力を
養います。年中・年長児になると跳び箱、

マット運動、なわとび、鉄棒など色々な運
動に挑戦し、できないことで味わう悔しさ
や、頑張ろうとする強い気持ち、できた時
の喜びや達成感を体験します。年長児の姿
にあこがれを持ち、年中・年少組の子ども
たちにも頑張ろうとする気持ちが自然に芽
生えてきます。
　食育の一環として子どもたちは園内の農
園でラディッシュ・ミニトマト・ジャガイ
モ・サツマイモ・カボチャなど色々な野菜
を育てています。種まきから草取り、収穫
まで土にまみれて自分たちが作った野菜を
食べることで、入園当初は野菜嫌いだった
子が、親もびっくりするほど沢山食べられ
るようになります。自園で作る温かくてお

いしい給食は、子どもた
ちの食に対する意欲や食
物を大切にする心情を育
ててくれます。いずみ幼
稚園の子どもたちは自然
の恵みをたっぷり受けて
毎日元気いっぱいに園生
活を送り、日々成長して
います。

５月の空に泳ぐこいのぼりの
下で元気に走る子どもたち

「お泊り保育」
畑で作った野菜でおいしいカレーを作ります。

＜広告欄＞
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チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
う
え
だ

第
６
期
受
け
手
養
成
講
座

　

子
ど
も
か
ら
の
様
々
な
相
談
電
話
を
受

け
る
受
け
手（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）を
養
成
す

る
講
座
で
す
。

●
日
時　

①
５
月
13
日
㈰
、
②
５
月
19
日

㈯
、
③
５
月
20
日
㈰
、
④
５
月
26
日
㈯
、

⑤
６
月
２
日
㈯
の
午
後
１
時
〜
３
時
。

⑥
⑦
６
月
９
日
㈯
、⑧
⑨
６
月
16
日
㈯
、

⑩
⑪
６
月
30
日
㈯
の
午
後
１
時
〜
３
時

と
午
後
３
時
30
分
〜
５
時
30
分（
全
11

回
。
①
〜
⑦
は
一
般
公
開
講
座
）

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

各
分
野
の
専
門
家
な
ど
に
よ
る

講
義

●
対
象　

18
歳
以
上
で
意
欲
の
あ
る
方

●
定
員　

20
名

●
参
加
費　

１
万
２
０
０
０
円
、
学
生
５

　

０
０
０
円（
全
11
回
分
）、
一
般
公
開
講

座
は
１
講
座
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

５
月
７
日
㈪
ま
で
に
専
用

応
募
用
紙（
電
話
で
事
務
局
へ
請
求
す

る
と
郵
送
し
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
同
事
務
局
へ
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
う
え
だ
事
務
局

　
　

TEL
０
９
０
・
３
５
６
５
・
７
０
８
６

子
育
て
応
援
講
座

お
節
句
の
お
祝
い
膳

　

５
月
の
節
句
の
料
理
を
作
る
、
託
児
付

料
理
教
室
で
す
。

●
日
時　

４
月
26
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

●
講
師　

菊
地
貴
美
子
氏（
製
菓
衛
生
師
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
男
の
子
を
育
て

て
い
る
母
親
を
優
先
）

●
定
員　

15
名

●
受
講
料　

１
０
０
円（
別
途
材
料
費
７

　

０
０
円
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ

●
申
し
込
み　

４
月
10
日
㈫
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
神
川
地
区
公
民
館
へ
。

　

神
川
地
区
公
民
館

　
　

TEL
25
・
１
６
８
２

ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
講
座

（
全
４
回
）

　

赤
ち
ゃ
ん
と
手
話
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
す
。

●
日
時　

４
月
23
日
、
５
月
21
日
、
６
月

25
日
、
７
月
23
日
の
月
曜
日
、
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

生
後
６
か
月
〜
１
歳
６
か
月
児

と
保
護
者

●
定
員　

15
組

●
参
加
費　

４
０
０
円

●
申
し
込
み　

４
月
10
日
㈫
以
降
、
電
話

で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
68
回
市
民
公
開
講
座

　

医
療
費
制
度
に
つ
い
て
、
当
院
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　
「
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
」

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

日
本
赤
十
字
社
に
よ
る

日
赤
救
急
法
講
習
会

　

基
礎
講
習
と
救
急
員
養
成
講
習
の
両
方

を
受
講
す
る
と
日
赤
救
急
法
救
急
員
資
格

が
取
得
で
き
ま
す
。

●
日
時　

救
急
法
基
礎
講
習
／
５
月
13
日

㈰
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
、
救
急
員
養

成
講
習
／
５
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
30
分

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

救
急
員
養
成
講
習
は
、
救
急
法

基
礎
講
習
を
修
了
し
て
い
る
方

●
定
員　

30
名

●
参
加
費　

各
１
５
０
０
円

●
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
実
技
の
で
き
る

服
装
。

●
申
し
込
み　

４
月
27
日
㈮
ま
で
に
、
上

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
た
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
Ｆ
Ａ

Ｘ（
24
・
９
４
２
３
）ま
た
は
メ
ー
ル

（fukusi@
city.ueda.nagano.jp

）で
福

祉
課
へ
。
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

福
祉
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
９
９
０
）

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

上
田
市
西
部
に
位
置
す
る
下
塩
尻
地
区
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
、
多
く
の
ホ
タ
ル
が
生
息
し
た
こ
と
か
ら「
ホ
タ
ル
合
戦
の

里
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
活
用
水
や
農
業
用

水
な
ど
の
流
入
に
よ
る
水
質
悪
化
の
影
響
で
、
ホ
タ
ル
は
絶
滅
し
て

い
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
、
土
地
改
良
事
業
の
一
環
と
し
て
地
区
内
の
農
業
用
水

路
の
改
修
と
下
水
道
整
備
が
行
わ
れ
、
水
質
改
善
に
取
り
組
ん
だ
の

を
契
機
に
ホ
タ
ル
を
復
活
し
よ
う
と
、
同
年
９
月
、
自
治
会
役
員
が

中
心
と
な
り「
下
塩
尻
桜
づ
つ
み
ホ
タ
ル
会
」が
発
足
。
以
来
、
地
元

住
民
と
と
も
に
約
３
０
０
ｍ
の
ホ
タ
ル
水
路
の
清
掃
、
草
刈
り
、
カ

ワ
ニ
ナ
の
移
植
作
業
な
ど
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
９
年
に
は
少
し
ず
つ
ホ
タ
ル
が
飛
び
始
め
、
19
年
に
は

一
晩
で
最
高

５
０
０
０
匹
以

上
の
ホ
タ
ル
が

舞
う
な
ど
、
再

び
ホ
タ
ル
の
名

所
と
な
り
ま
し

た
。「
自
治
会
内
で
話
し
合
い
、

ホ
タ
ル
と
い
う
資
源
を
活
用
し

多
く
の
方
に
訪
れ
て
も
ら
え
る

場
所
に
す
る
た
め
に
、
わ
が
ま

ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
に
応

募
し
ま
し
た
」と
会
長
の
宮
下

政
晴
さ
ん（
左
上
の
写
真
）。
平

成
21
年
度
に
は
水
路
北
側
の
駐

車
場
に
休
憩
所
と
案
内
看
板
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
下
旬
、
地
域
の
ホ
タ
ル
養
殖
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
塩
尻
小

学
校
や
上
田
西
高
校
、
企
業
な
ど
11
団
体
か
ら
の
参
加
者
１
９
０
人

が
、
会
員
の
指
導
の
も
と
幼
虫
を
水
路
へ
放
流
し
ま
し
た
。

　

昨
年
６
月
の
ホ
タ
ル
観
賞
期
間
に
は
多
く
の
方
が
見
物
に
訪
れ
ま

し
た
。
宮
下
会
長
は
、「
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
東
北
か
ら
別
所

温
泉
へ
同
級
会
で
来
た
方
か
ら
、
久
し
ぶ
り
に
ホ
タ
ル
を
見
て
元
気

が
出
た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
訪
れ
る
人
と
の
交
流
や
ふ
れ
あ

い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

桜
づ
つ
み
は
ホ
タ
ル
と
笑
顔
が
舞
う

交
流
の
里
に
な
り
ま
し
た
。

下塩尻自治会

下塩尻自治会では、わがまち魅
力アップ応援事業の自治会を対
象とした、個性あるふるさとづ
くり事業の採択を平成21年度
に受け、「ホタルの復活に伴う下
塩尻全体のコミュニティの活性
化事業」を行っています。昨年
は、例年６月下旬に開催してい
たホタル祭りを東日本大震災に
より自粛しましたが、今年は多
くの地域住民が参加して開催す
る予定です。今後は、地域の子
どもたちにホタルの生態や習性
を教える機会を設け、交流を図
りながら、ホタルが棲

す

める水辺
の環境整備を継続していきたい
としています。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

宮
下
政
晴
さ
ん　

み
や
し
た　

ま
さ
は
る

＜広告欄＞



　絶好の晴天に恵まれた３月４日、スノーボールバトル＆戦国雪合戦が新
生上田市５周年記念事業・わがまち魅力アップ応援事業として開催されま
した。
　凛とした一面の銀世界の中、特設会場となった菅平高原国際リゾートセ
ンター前のグラウンドは、全国から集まった参加者の熱気に包まれました。
　長野県雪合戦協会公認のスノーボールバトルの部には28チームが参加。
試合前に綿密な作戦会議を行うチームもあり、大きな声で監督からの指示
が飛び交う白熱した戦いが繰り広げられました。
　また、戦国武将などに扮した６チームが参加した戦国雪合戦は、雪合戦
の勝敗と、工夫した衣装や試合前のパフォーマンスが加算された合計点で
競われました。各チームが登場するたびに会場が大いに沸くなか、信州上
田観光おもてなし武将を務める歌

ま

舞
い

姫
ひめ

・咲
さく

耶
や

さんと高瀬和江さんが揃いの
衣装で幸村公、穴山小助に扮し堂々とした名乗り口上を演じた「真田幸村公
チーム」が貫禄の優勝となりました。

白
銀
の
菅
平
で
白
熱
戦

ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
バ
ト
ル
＆
戦
国
雪
合
戦

食を通じた多文化理解講演会

　

３
月
６
日
夜
、
丸
子
文
化
会
館

小
ホ
ー
ル
で
、
東
御
市
在
住
の
料

理
研
究
家
・
山
本
麗
子
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、「
食
で
仲
良
し
家
庭
・

地
域
～
地
域
で
各
国
の
食
を
通
じ

た
仲
間
づ
く
り
を
～
」と
題
し
た

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
外
の
食
文
化
や
食
育
な
ど
の

事
例
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
現
状
や
食
を
通
じ
た

交
流
の
様
子
な
ど
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
近
所
に
住
む
外
国
籍
住

民
と
の
交
流
が
、
母
国
料
理
を
教
え
て
も
ら
う
こ

と
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
り
、
お
互
い
が
気
持

ち
で
接
す
れ
ば
言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
な

ど
、
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
に
向
け
た
大
き

な
ヒ
ン
ト
と
な
る
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
の
話
に
微
笑
み
、
そ
し
て
大
き
く
う

な
ず
く
な
ど
し
た
約
１
０
０
名
の
参
加
者
か
ら

は
、「
食
が
人
と
人
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
良
く
分
か
っ

た
」「
言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
も
食
を
通
じ
て
外
国

籍
住
民
と
分
り
合
え
る
の
で
す
ね
」と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

交流のきっかけは母国の料理
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このコーナーでは、４地域の話題や
出来事などを紹介しています。



　 ３ 月11日 に 武 石 体 育
館で、親善ビーチボール
バレー大会が開催されま
した。
　この大会は、誰にでも
手軽にできるビーチボー
ルバレーの普及と、冬季
の運動不足の解消、また
地域の親善を目的として
開催されており、今年で
22回目を迎えます。
　参加チームは年代ごと
に６人以内で編成され、
今年は51チーム約300名が参加しました。武石健康推進委員による「ふるさと体操」や、スポーツ推進員の
ストレッチ体操で体をほぐすと早速競技開始です。どのチームも、この大会のために、１か月前から練習
を重ねてきたので、競技が始まると親善とは言いながらも、どのコートからも力強いアタックの音が響き、

また仲間や家族の声援が聞かれ、会場
は大いに盛り上がりました。
　最近は同じ地域に暮らしていても、交
流する機会が少なくなってきています
が、この日はあちこちで談笑する姿が見
られました。地域の親善とともに、気
持ちの良い汗を流し、運動不足の解消
ができた一日でした。

親
善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

冬
季
の
運
動
不
足
を
解
消
！

　

３
月
14
日
、
上
田

駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ

２
階
会
議
室
で
、「
平

成
23
年
度
信
州
上
田

観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
一
般
の

部
１
７
３
点
、
ジ
ュ

ニ
ア
の
部
６
点
の
作

品
の
中
か
ら
審
査
の

結
果
、
22
作
品
が
入

選
。
表
彰
の
後
、
審

査
員
長
の
荒
井
潤
さ

ん
か
ら「
観
光
写
真

は
ポ
ス
タ
ー
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
て
撮
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
レ
ベ
ル
が
高
く
審
査
の
し
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
」と
総
評
。

受
賞
者
は
、
作
品
ご
と
の
講
評
を
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
打う
ち

江え

美
恵
子
さ
ん（
伊
勢
山
）は
、「
作

品
名
で
も
あ
る『
上
田
わ
っ
し
ょ
い
！
』で
参
加
連
が
勇
壮
に
踊

る
姿
を
カ
メ
ラ
に
収
め
よ
う
と
、
必
死
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン

ス
を
待
ち
ま
し
た
。
今
後
も
作
品
づ
く
り
に
ま
い
進
し
た
い
で

す
」と
喜
び
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
で

は
、
中
心
市
街
地
で
の

ね
ぷ
た
祭
り
の
様
子
を

撮
影
し
た
中
学
２
年
の

藤
井
順
也
さ
ん（
上
堀
）

の『
準
備
万
端
』が
受

賞
。審
査
員
長
か
ら「
上

田
の
有
名
写
真
家
た
ち

の
跡
を
継
い
で
く
だ
さ

い
」と
激
励
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

平成23年度信州上田観光フォトコンテスト

レベルの高い作品・将来に期待
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市政提言電話（留守録）：0268・25・2539　市政提言FAX：0268・23・5111  
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No.

人口：158,897人　男：77,730人  女：81,167人　世帯数：63,024戸　
外国人登録者数：3,888人　男：1,818人　女：2,080人

人の動き（平成24年３月１日現在）

　

２
月
７
日
か
ら
３
回
に
わ
た
り
丸
子
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

た「
第
26
回
人
権
セ
ミ
ナ
ー
」。約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
講
師
の
金
澤
泰や

す

裕ひ
ろ

さ
ん
が「
人
生
い
つ
で
も
や
り

直
せ
る
」と
非
行
少
年
の
更
生
に
つ
い
て
、
松
村
智
広
さ
ん
が

差
別
す
る
こ
と
こ
そ
恥
ず
か
し
い
と
訴
え
た「
あ
し
た
元
気
に

な
あ
れ
」を
、
長
岡
秀ひ

で

貴た
か

さ
ん
が
、
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
問

題
を
取
り
上
げ
た「
夢
を
か
な
え
る
」な
ど
で
、
人
権
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
の
必
要
性
、
そ
し
て
、
差
別
す
る
こ
と
・
人
を

見
下
す
こ
と
の
愚
か
さ
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　

聴
講
し
た
小お

倉ぐ
ら

康
男
さ
ん（
飯
沼
）は
、「
人
権
を
テ
ー
マ
に

し
た
取
り
組
み
は
、
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
人
権
セ
ミ

ナ
ー･
依
田
窪
勤
労
者
部
落
解
放
学
校
で
学
び
続
け
、
自
分
を

変
え
て
い
く
努
力
を
続
け
、
人
間
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
生

き
方
を
し
て
行
か
れ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

例
年
共
催
さ
れ
る
、
依
田
窪
勤
労
者
部
落
解
放
学
校（
第
31

期
）で
は
、太
田
修お

さ
む

さ
ん
が｢
在
日
朝
鮮
人
と
日
本
社
会
の
課
題
」

に
つ
い
て
講
演
を
行
い
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

自
分
を
変
え
、
人
間
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
生
き
方
を
…

〜
人
権
セ
ミ
ナ
ー
で
学
び
続
け
た
い
! !
〜

情
報
提
供
／
依
田
窪
勤
労
者
部
落
解
放
学
校

「広報うえだ」へのご意見・ご要望などをお寄せください。
郵送、電話、FAX、Eメール（koho@city.ueda.nagano.jp）で、秘書課まで。


	表紙・目次
	2012上田城千本桜まつり①
	2012上田城千本桜まつり②
	2012上田城千本桜まつり③アーティスト野外ライブ
	2012上田城千本桜まつり④ステージイベント他
	2012上田城千本桜まつり⑤上田城千本桜ライトアップ他
	2012上田城千本桜まつり⑥うまいもん大集合!!他
	2012上田城千本桜まつり⑦千本桜俳句会
	2012上田城千本桜まつり⑧関連イベント
	2012上田城千本桜まつり⑨桜の名所
	2012上田城千本桜まつり⑩上田真田まつり
	平成24年3月市議会定例会①施政方針①
	平成24年3月市議会定例会②施政方針②
	平成24年度当初予算①
	平成24年度当初予算②
	平成24年度当初予算③
	平成24年度当初予算④
	平成24年度当初予算⑤その他の会計市債・基金
	第5期上田市高齢者福祉総合計画を策定
	情報ぴっくあっぷ①住宅リフォーム・市役所が変わります
	情報ぴっくあっぷ②地方分権講演会・うえだスポーツナビ他
	情報あ・ら・かると(お知らせ①)今月の表紙
	情報あ・ら・かると(お知らせ②)
	情報あ・ら・かると(催し①)
	情報あ・ら・かると(催し②/講座・教室①)
	情報あ・ら・かると(講座・教室②)
	情報あ・ら・かると(講座・教室③)キラリ☆輝くこどもたち!
	情報あ・ら・かると(講座・教室④)
	情熱地域(桜づつみ)
	四つ葉スケッチ(真田・丸子)
	四つ葉スケッチ(上田・武石)
	読者通信

